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　頼りなげだった稲の子苗も、日増しに逞しく育っている。

太陽の惠みは人間様に都合のいいものだけではなく、同時に

悪しきものにも平等に注がれる。夏の到来と共に疫病や害虫

が人里を襲うのだ。享保17年（1732）6月からの蝗の大発生に

続く凶作では佐賀藩の人口が37万人から29万人に激減して

いる。疫病や凶作、飢饉への恐怖は現代人の想像を超える。

町内の神社に残る石造物には、疫病や災害の犠牲者を悼

み、災厄を祓うために作られたものが多い。

　一昨年10月に改築された箱川上分の八竜社の灯篭や狛犬も前年の洪水や疫病を機に建てられたも

のだ。これらの災いは悪疫悪霊の仕業とされたことから、悪疫退散を願う行事が祇園（御霊会）であ

り、今は夏祭りの代名詞となっている。日本の三大祭の一つ、京都八坂

神社（祇園社）の祇園祭や、博多の祇園山笠は現代では観光の対象と

もなっているが、元を辿れば災いを避けようとする民衆の切なる願いの

場でもあった。

　本町でも、かつては多くの地区で祇園祭が行われていた。特に箱川

の祇園は有名で、その祭日には出店が軒を連ね、近在からの参詣者で賑わったという。目達原の祇園

社夏祭りは地区の一大イベントとして現在も行われ、子供神輿が商店街から弁天社までを練り歩く。

　夏を迎えて行われる本町での伝統行事には、鉦を鳴らしたり、大数珠を繰りながら口 に々念仏を唱

え、悪疫退散を願う「ナンマイダンボ（百万遍）」、虫除けの神様である乙宮さんに詣で、霊仙寺裏

の清水を田に入れる「乙宮さん参り」、流行病、虫除け、風除けの願を立て神社に詣でる「御願立

て」、田のあぜ道で鉦を鳴らしながら囃し、虫を追う「虫追い」などがあった。ただ、昔の人は害虫を

嫌っただけではなく、死んだ虫を哀れんで「虫供養」も行っていた。現代人にもこの優しさがあれば

と願う次第である。　（文責：於保  忠）

『町民が主役のまちづくり』『子育て支援・健康づくり』
『子ども・孫が住みたいまち』『愛と笑顔のあるまち』
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●保健行事・カレンダー…………………………………
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　待ちに待ったプール開き！暑気にわか
に加わる６月中旬、東脊振幼稚園の園児
たちは、今年初めてのプールにここぞと
ばかりはしゃいでいました。ここで謎か
け！「プール」と掛けまして「夏の日の
蛙」と解く。その心は、どちらも水着は
（水際）必要です。さぁ、夏のはじまり
です。
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広報よしのがりは、吉野ヶ里町の公式ホームページ
のデジタル広報でも見ることができます。 http://www.town.yoshinogari.saga.jp/

「夏はじまり笑顔満つ」
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平
成
22
年
第
４
回
町
議
会
定
例
会
が
６
月
10
日
に
開
催
さ
れ
、
江
頭
正
則
町
長
が
平
成
22
年
度
施
政
方

針
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
一
部
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

▲吉田地区の”わ”委員会のもちつき

▲校庭芝生化事業

▲「第１回吉野ヶ里ロマン軽トラ市」

▲男女共同参画についての提言書を
　手渡す大隈委員長

吉野ヶ里町長

江　頭　正　則

▲２か月児相談

　６月６日（日）、第４
回吉野ヶ里夢ロマン軽ト
ラ市が開催されました。
当日は好天にも恵まれ多
くの人で賑わいました。
　今回は三田川中学校１
年生による北海道物産
販売も開催され、カニや
ウニなど北海道の海の
幸が店先に並び道行く
人々を喜ばせていまし
た。

次回の『吉野ケ里夢ロマン軽トラ市』
●日時　７月４日（日）　８：00～11：30
●場所　JR吉野ケ里公園駅北口の町道及び
　　　　吉野ケ里歴史公園東口
●内容　町内中学生による北海道の物産販売
●問い合せ
　　　　吉野ヶ里町商工会　TEL52-4644

次回の『吉野ケ里夢ロマン軽トラ市』
●日時　７月４日（日）　８：00～11：30
●場所　JR吉野ケ里公園駅北口の町道及び
　　　　吉野ケ里歴史公園東口
●内容　町内中学生による北海道の物産販売
●問い合せ
　　　　吉野ヶ里町商工会　TEL52-4644

三田川中1年　中尾みずき
　ボランティアに参加してたくさん
の人に「ありがとう」や「頑張って
ね」と優しい言葉をもらいました。最
初はお客さんとどう接していいか、
何と言ったら興味を持ってもらえる
か分からず戸惑っていましたが、一
緒に参加した友達やお店の方達に教
えてもらって少しずつ慣れてきまし
た。とても貴重な体験でした。

三田川中　1年　野田咲月
　ボランティアに参加しようと思
った理由は、地域の人やたくさん
の人達と関わりたかったからで
す。不安と期待でいっぱいで、最
初は大きな声が出せませんでし
た。でもお客さんが「お疲れ様」
「頑張ってね」とたくさんのエネ
ルギーをくれたので嬉しい気持ち
になりました。

三田川中　1年　福田未奈
　人生初の商売を体験しました。い
つもは、買う方で売るのはどんな感
じか分からなくて少し緊張しまし
た。とても難しかったけど、売れた
時は嬉しくなりました。貴重な体験
ができてまたやりたいと思います。

三田川中　1年　馬渕美琴
　私は初めて楽しそうと思って友
達を誘ってやろうと決めました。
でも実際には思っていた以上に大
変で、売るのにとても苦労しまし
た。また、軽トラ市のような機会
があった時は、今回の体験を活か
して頑張りたいです。

三田川中　1年　前田詩織
　軽トラ市で品物を買ってもらう
には「北海道限定の○○です」な
ど工夫した呼びかけなどが必要だ
ということを学びました。とても
楽しくてみんな協力して売ること
が出来たのでよかったです。今後
も機会があればボランティア活動
に参加したいと思いました。

三田川中　1年　宮嵜理帆
　私は軽トラ市に行って良かった
と思います。商品を売るために
は、大きな声でお客さんを呼び込
んだり、その商品の良い所を宣伝
したりしなければいけないことが
分かりました。商品が売れた時の
嬉しさを実感することができまし
た。

中学生も元気に
「いらっしゃ～い」
中学生も元気に
「いらっしゃ～い」

参加した中学生に、感想を聞きました！

は
じ
め
に

　

合
併
後
、
引
き
続
き
２
期
目
の
行
政
運
営
を
託
さ
れ
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
重
責
を
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。

　

初
心
に
帰
り
、
町
民
の
皆
様
に
充
分
に
説
明
責
任
を
果
た
し

な
が
ら
必
要
な
議
論
を
尽
く
し
、
行
財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら

『
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
』
と
町
政
運
営
に
誠
心
誠
意
、
努
め

て
い
く
決
意
で
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
経
済
の
直
近
の

動
向
を
見
ま
す
と
、
景
気
は
、
一

部
で
持
ち
直
し
て
い
る
も
の
の
、

高
い
失
業
率
や
下
落
傾
向
に
あ
る

物
価
水
準
な
ど
依
然
と
し
て
情
勢

は
厳
し
く
、
先
行
き
も
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
平
成
22
年
度
も

個
人
所
得
の
減
少
や
企
業
収
益
の

悪
化
に
伴
う
地
方
税
減
収
や
国
税
収
入
の
落
ち
込
み
、
社
会
保

障
関
係
経
費
の
自
然
増
や
公
債
費
が
高
い
水
準
で
推
移
す
る
と

見
込
ま
れ
、
財
源
不
足
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
よ
り
一
層
の
予
算
の
効
率
化
と
行
財

政
の
健
全
化
に
取
り
組
み
、
将
来
の
安
定
的
な
成
長
と
住
民
生

活
の
安
心
・
安
全
を
守
り
、
地
域
の
活
力
を
回
復
さ
せ
る
諸
施

策
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
ま
し
た
、
夢
と
希
望
の
持
て
る

『
町
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
』
と
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら

せ
る
『
子
育
て
支
援
・
健
康
づ
く
り
』
を
よ
り
充
実
し
な
が
ら
、

『
子
ど
も
・
孫
が
住
み
た
い
ま
ち
』
、
『
愛
と
笑
顔
の
あ
る
ま

ち
』
の
形
成
に
努
力
し
ま
す
。　
　

　

さ
ら
に
行
財
政
改
革
の
断
行
や
健
全
財
政
の
堅
持
な
ど
、

「
町
政
運
営
の
改
革
」
に
猛
進
し
、
引
き
続
き
新
規
事
業
や
そ

の
成
果
目
標
を
達
成
す
る
た
め
具
体
的
な
施
策
を
掲
げ
て
「
出

会
い
、
ふ
れ
合
い
、
支
え
合
い
」
の
あ
る
町
づ
く
り
に
向
け
て
力

強
く
踏
出
し
て
い
く
決
意
で
す
。

　
１
健
康
づ
く
り
・
医
療
体
制
の
充
実

①
健
診
・
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

保
健
予
防
を
重
点
的
に
進
め
、
健
康
相
談
を
は
じ
め
、
各
種

が
ん
検
診
や
健
康
診
査
事
業
等
の
受
診
率
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
母
子
保
健
事
業
、
予

防
接
種
事
業
な
ど
、
町
民

の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
吉
野
ヶ
里
町

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
き

ら
ら
館
」
を
健
康
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
、
ニ
コ
ニ
コ

ペ
ー
ス
運
動
指
導
及
び
食

生
活
改
善
指
導
な
ど
の
充

実
を
図
り
、
特
定
健
診
の
要
指
導
者
の
方
の
み
な
ら
ず
一
般
の
方

に
も
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
指
導
内
容
等
の
研
究
を

深
め
る
な
ど
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
高
齢
者
医
療

　

疾
病
の
予
防
の
一
環
と
し
て
65
歳
以
上
を
対
象
に
平
成
21
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
『
肺
炎
球
菌
予
防
ワ
ク
チ
ン
』
の
接
種

費
用
の
助
成
、
温
水
プ
ー
ル
無
料
化
、
70
歳
以
上
の
は
り
灸
施

術
の
助
成
を
今
年
度
も
引
き
続
き
行
い
、
高
齢
者
の
健
康
の
保

持
と
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

③
母
子
保
健

　

昨
年
度
か
ら
妊
婦
一
般
検
診
全
14
回
分
の
全
額
助
成
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
継
続
し
て
支
援
し
ま
す
。
さ
ら
に
新

た
な
も
の
と
し
て
、
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
の
実
施
と
と
も
に
、

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
及
び
乳
幼
児
に
対
し
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
時
の
予
防
接
種
を
１
次
予
防
、

子
宮
が
ん
検
診
を
2
次
予
防
と
位
置
付
け
、
子
宮
頸
が
ん
の
撲

滅
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
は
細
菌
性
髄

膜
炎
の
原
因
菌
の
５
〜
６
割
を
占
め
る
と
い
わ
れ
る
ヒ
ブ
を
予

防
す
る
も
の
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
と
し
て
、
特
定
健
診
及
び
特
定
保
健

指
導
に
重
点
的
に
取
り
組
み
、
医
療
機
関
な
ど
関
係
機
関
と
の
連

携
を
密
に
し
、
受
診
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病

の
早
期
発
見
及
び
重
症
化
予
防
に
努
め
ま
す
。

２
地
域
福
祉
の
充
実

　

20
年
度
に
地
域
福
祉
計
画
を
作
成
、
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る

「
助
け
あ
い
・
支
え
あ
い
・
守
り
あ
い
・
や
さ
し
さ
」
の
“
わ
„
づ

く
り
を
推
奨
し
ま
し
た
。
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
家
族
や
隣
近
所
と
の
温
か
い
絆
を
保
ち
な
が
ら
地
域

の
一
員
と
し
て
つ
な
が
り
を
持
ち
、
共
に
支
え
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
町
民
の
皆
様
が
安
心
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
更
に
絆
を
深

め
ま
す
。

3
子
育
て
支
援
の
充
実

　

安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、

昼
間
保
護
者
の
い
な
い
家
庭
の
小
学
校
低
学
年
の
児
童
を
対
象

と
し
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
延
長
保
育
の
時
間
延

長
・
土
曜
日
の
開
設
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
三
田
川
児
童
館
に
お
い
て
は
、
世
代
間
交
流
の
場

と
し
て
「
創
作
活
動
」「
文
化
活
動
」
等
の
事
業
を

進
め
、
き
め
細
か
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
努

め
、
東
脊
振
校
区
に
つ
い
て
も
児
童
館
「
仮

称
・
子
ど
も
交
流
館
」
の
建
設
を
早
急
に

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
家
庭
を
支
え
る
取
り
組

み
と
し
て
、
家
庭
支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
「
家

庭
教
育
相
談
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
両
小
学
校
に
お
い
て
は
、

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を
実
施
し
、
放
課
後
に
お
け
る
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
居
場
所
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

4
高
齢
者
支
援
の
充
実

　

ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
寝
た
き
り
、
認

知
予
防
、
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、『
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
』
が
中
心
と
な
り
、
民
生
委
員
、
地
域
の
方
々
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
高
齢
者
が
安
心
・
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。

5
障
が
い
者
支
援

　

障
が
い
者
が
自
立
し
て
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
の
企
業
へ
就
労
す
る
こ
と
が
困
難
な
障
が
い
者
が

就
労
で
き
る
、
就
労
継
続
支
援
事
業
所
へ
の
就
労
を
支
援
し
ま

す
。
心
身
障
が
い
児
で
義
務
教
育
を
修
学
す
る
た
め
に
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
特
別
支
援
学
校
に
通
学
す
る
児
童
の
保
護
者

に
通
学
補
助
金
を
継
続
し
て
支
給
し
ま
す
。

1
環
境
自
治
体
の
形
成

　

『
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
』
に
基
づ
き
、
省
エ
ネ
・
グ
リ
ー

ン
化
推
進
事
業
に
よ
り
中
央
公
園
に
太
陽
光
に
よ
る
外
灯
照
明

設
置
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
が
率
先
し
て
取
り
組
む
「
地
球
温
暖
化
防
止
実

行
計
画
」
を
継
続
し
、
不
必
要
な
照
明
の
消
灯
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
や

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
に
よ
る
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
の
調
整
な
ど
で

電
気
、
ガ
ソ
リ
ン
、
重
油
の
使
用
量
を
抑
制
し
、
温
暖
化
防
止
に

努
め
ま
す
。

2
自
然
環
境
・
景
観
の
保
全

　

年
２
回
、
春
と
秋
の
統
一
し
た
日
に
『
ク
リ
ー
ン
デ
ー
』
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
山
間
部
等
へ
の
不
法
投
棄
を
抑
止
す
る
た
め
、
不
法

投
棄
の
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
な
ど
監
視
体
制
の
充
実
と
監

視
カ
メ
ラ
に
よ
る
監
視
を
継
続
し
ま
す
。

　
3
下
水
道
の
充
実
と
安
定
し
た
維
持
管
理

　

平
成
25
年
度
を
最
終
年
次
と
し
て
公
共
下
水
道
事
業
計
画
区

域
の
見
直
し
を
行
い
、
全
体
計
画
面
積
を
４
９
０
ha
と
し
て
い

ま
す
。

　

箱
川
地
区
処
理
場
に
つ
い
て
は
機
能
強
化
調
査
設
計
事
業
を

実
施
し
、
処
理
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
す
公
共
下
水
道
と
農
業
集
落
排
水
施

設
と
の
接
続
に
向
け
、
基
礎
調
査
に
取
り
組
み
ま
す
。

4
廃
棄
物
処
理
等
環
境
衛
生
の
充
実

　

環
境
問
題
解
決
の
た
め
に
は
循
環
型
社
会
の
形
成
を
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
推
進
母
体
と
し
て
町
民
と
行

政
が
と
も
に
協
働
し
て
よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う

「
吉
野
ヶ
里
町
環
境
保
全
協
議
会
」
を
設
立
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
吉
野
ヶ
里
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、

南
部
地
区
の
臨
時
的
な
資
源
物
回
収
所
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
体
制
の

充
実
を
図
り
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
資
源
ご
み
の
利
活
用
に
よ
り
、

効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

5
消
防
防
災
の
充
実

　

消
防
・
防
災
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
、
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
は
本
年
度

完
成
の
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
消
防
車
両
の
更
新
に
つ
い
て
、
北
部
第
1
分
団
第
1

部
、
横
田
の
ポ
ン
プ
自
動
車
の
防
衛
省
補
助
が
決
定
し
、
す
み

や
か
な
配
備
に
よ
り
町
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
図
り
ま

す
。

6
防
犯
・
交
通
安
全
の
充
実

　

自
転
車
の
盗
難
や
変
質
者
の
出
没
な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ

で
犯
罪
が
発
生
し
て
い
る
現
状
で
す
。
警
察
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
、
防
犯
に
努
め
ま
す
。
防
犯
灯
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
、
要
望
箇
所
へ
の
設
置
を
行
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
安
全
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
交
通
危
険
箇
所
の
把

握
と
そ
の
対
応
策
を
検
討
し
、
交
通
事
故
の
撲
滅
に
努
め
ま
す
。

1
学
校
教
育
の
充
実

　

生
き
る
力
を
育
む
教
育
活
動
の
推
進
で
は
、
《
古
代
ロ
マ
ン

漂
う
弥
生
の
里
か
ら
子
ど
も
の
夢
を
世
界
の
空
へ
》
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
、
幼
・
保
・
小
・
中
の
連
続
性
を
重
視
し
な
が

ら
、
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
発
達
を
目
指
し
て
、
き
め
細

か
な
指
導
を
推
進
し
ま
す
。

　

町
内
４
小
中
学
校
連
携
事
業
に
つ
い
て
は
、
生
徒
会
の
連
携
、

ふ
る
里
学
の
推
進
、
漢
字
検
定
な
ど
を
通
し
て
主
体
的
な
学
習

意
欲
の
推
進
、
切
磋
琢
磨
の
気
風
を
高
め
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
へ
の
英
語
教
育
必
修
化
に
向
け
て
は
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
二
人
体
制
と
し
、
三
田
川
小
・
中
学
校
で
文
部
科
学
省
の

委
託
研
究
を
継
続
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
町
の
特
色
で
あ
る
小
学
校
１
年
生
か
ら
の
英
語
活

動
は
、
本
年
度
も
外
国
人
を
指
導
者
と
し
て
継
続
し
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
関
し
て
は
、
就
学
の
適
正
化
を
図
る
と
共

に
支
援
教
員
及
び
学
級
サ
ポ
ー
ト
支
援
員
を
配
置
し
、
子
供
た

ち
へ
の
学
習
・
学
校
生
活
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

豊
か
な
人
間
性
の
育
成
に
向
け
た
体
験
活
動
事
業
と
し
て
、

本
年
度
も
『
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
事
業
』
を
町
内
の
歴
史
・

文
化
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　

な
お
、
各
小
中
学
校
で
は
、
問
題
行
動
や
不
登
校
を
防
止
す
る

と
共
に
、
児
童
生
徒
が
健
や
か
な
心
身
の
安
定
的
な
成
長
を
図
る

た
め
『
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
事
業
』
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
に
中
央
公
民
館
内
に
『
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
事
業
』
に
よ
る
直
通
電
話
を
設
置
し
、
教
育
相
談
を

充
実
し
ま
す
。

2
学
校
施
設
・
設
備
の
整
備

　

平
成
21
年
度
に
三
田
川
・
東
脊
振
両
小
学
校
に
お
い
て
、
地

球
温
暖
化
防
止
対
策
と
教
育
活
動
や
体
育
活
動
の
活
発
化
を
誘

導
す
る
事
業
と
し
て
、
校
庭
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
新

た
に
東
脊
振
幼
稚
園
の
園
庭
芝

生
化
に
取
り
組
み
、
快
適
で
安

全
な
幼
稚
園
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

　

昨
今
の
社
会
情
勢
に
よ
り
必

要
な
安
全
対
策
を
講
じ
る
た
め
、

本
年
度
も
職
員
に
よ
る
青
色
パ

ト
ロ
ー
ル
を
継
続
し
、
小
・
中
学

校
P
T
A
や
お
や
じ
の
会
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

の
下
校
時
の
見
守
り
等
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
安
全
対
策
を
推

進
し
ま
す
。

　
3
生
涯
学
習
社
会
の
形
成

　

利
用
者
の
安
全
・
安
心
確
保
の
た
め
、
中
央
公
民
館
と
東
脊

振
公
民
館
の
耐
震
診
断
に
取
り
組
む
一
方
、
今
後
の
生
涯
学
習

施
設
の
拠
点
と
な
る
仮
称
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
施
設
の
規
模
、
建
設
予
定
地
な
ど
に
つ
い
て
早
急
に

ま
と
め
、
建
設
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

高
齢
者
大
学
、
成
人
大
学
、
食
育
や
家
庭
教
育
支
援
な
ど
多

様
化
す
る
町
民
の
学
習
要
求
に
応
え
、
生
涯
学
習
を
総
合
的
に

推
進
し
て
い
く
た
め
の
基
盤
形
成
の
た
め
、
関
連
機
関
と
連

携
・
協
力
を
図
り
な
が
ら
指
導
者
の
養
成
と
体
制
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

4
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

町
民
の
健
康
増
進
と
青
少
年
の
体
力
向
上
の
た
め
、
小
学
校

で
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
中
学
校
で
は
少
年
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、

ま
た
、
体
育
協
会
と
連
携
を
図
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
面
に
お
い
て
は
児
童
体
育
館
の
大
規
模
改
修
に

取
り
組
む
た
め
、
基
礎
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
体
育
施
設

を
活
用
し
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
継
続

し
、
町
民
の
健
康
増
進
、
融
和
と
親
睦
を
深
め
る
よ
う
努
め
ま

す
。

5
歴
史
・
文
化
の
継
承
と
創
造

　

町
の
文
化
財
・
伝
統
文
化
・
自
然
や
歴
史
を
広
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
北
部
の
豊
か
な
自
然
、
蛤
水
道
、
霊
仙
寺
、
小
川
内
、

サ
ザ
ン
カ
自
生
地
な
ど
の
探
訪
イ
ベ
ン
ト
を
計
り
、
ま
た
、
発

掘
調
査
し
た
遺
跡
の
展
示
や
『
ふ
る
さ
と
歴
史
講
座
』
を
継
続

し
て
開
催
す
る
と
と
も
に
、『
文
化
財
マ
ッ
プ
』
の
作
成
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

文
化
協
会
、
赤
熊
太
鼓
、
バ
ン
ブ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
に

よ
る
文
化
の
継
承
活
動
を
推
進
し
、
そ
の
活
動
を
継
続
す
る
た

め
に
本
年
も
支
援
し
ま
す
。

6
青
少
年
の
育
成

　

青
少
年
の
健
全
な
る
育
成
の
た
め
に
は
、
地
域
の
教
育
力
が

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
研
修
会
を
開
催
し

て
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
青
少
年
育

成
町
民
会
議
へ
の
支
援
を
図
り
、
ま
た
、『
少
年
の
主
張
大
会
』

を
今
後
も
継
続
し
ま
す
。

　
1
観
光
の
振
興

　

平
成
23
年
３
月
の
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
全
線
開
業
に

伴
い
、
新
鳥
栖
駅
停
車
増
を
県
で
要
望
し
て
い
ま
す
が
、
我
が

町
と
し
て
も
来
年
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
向
け
、
佐
世
保
行
き
特
急

停
車
の
提
案
活
動
を
強
め
、
通
勤
・
通
学
者
の
利
便
性
、
産
業

振
興
、
人
口
増
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
吉
野

ヶ
里
歴
史
公
園
、
茶
の
ル
ー
ツ
な
ど
、
県
観
光
協
会
、
九
州
観

光
推
進
機
構
、
観
光
業
界
、
Ｊ
Ｒ
九
州
、
マ
ス
コ
ミ
等
と
の
連

携
を
基
に
、
県
の
枠
を
超
え
た
広
域
的
な
横
軸
の
連
携
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
効
果
的
な
P
R
、
情
報
提
供
や
推
進
体
制
を

構
築
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
３
月
に
は
吉

野
ヶ
里
歴
史
公
園
東
口
前

に
吉
野
ヶ
里
町
観
光
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
事
業
に
よ
る

『
め
い
ぶ
つ
館
』
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
町
の
観

光
案
内
や
多
彩
な
特
産
品

の
販
売
を
行
い
な
が
ら
吉

野
ヶ
里
町
を
P
R
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
事
業
を
通
じ
て
、
最

終
的
に
は
町
内
外
の
皆
様
の
英
知
を
結
集
し
て
こ
の
土
地
利
活

用
を
活
性
化
の
た
め
、
決
定
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
商
工
業
の
振
興

　

平
成
22
年
３
月
か
ら
毎
月
第
１
日
曜
日
、
ふ
れ
あ
い
と
に
ぎ

わ
い
あ
ふ
れ
る
商
工
会
主
催
の
『
吉
野
ヶ
里
夢
ロ
マ
ン
軽
ト
ラ

市
』
が
開
催
さ
れ
、
商
業
の
活
性
化
、
地
域
の
活
性
化
が
大
き

く
期
待
さ
れ
ま
す
。
町
と
し
て
も
大
型
店
進
出
な
ど
で
厳
し
い

経
営
状
況
の
既
存
商
店
お
よ
び
進
出
さ
れ
た
企
業
、
事
業
所
等

に
商
工
会
と
と
も
に
協
議
し
な
が
ら
、
指
導
･
融
資
な
ど
更
な

る
支
援
に
努
め
ま
す
。

3
農
林
業
の
振
興

　

地
域
ぐ
る
み
で
共
同
活
動
を
す
る
『
農
地
・
水
・
環
境
の
保
全

対
策
事
業
』
が
４
年
目
を
迎
え
集
落
の
環
境
整
備
や
農
業
基
盤

整
備
が
進
む
と
と
も
に
各
地
域
に
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
戸
別

所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
が
今
年
度
か
ら
始
ま
り
、
水
田
農
家
が

自
給
率
向
上
の
た
め
に
新
し
い
農
政
に
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、

啓
蒙
・
普
及
と
説
明
会
を
開
催
し
、
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対

策
へ
の
６
月
末
ま
で
の
加
入
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
の
中
心
と
な
る
集
落
営
農
組
織
、
認
定
農
家
の

育
成
を
さ
ら
に
推
進
し
な
が
ら
、
低
コ
ス
ト
農
業
を
目
指
し
、

農
業
機
械
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

　

南
部
地
区
の
農
業
用
排
水
路
の
法
崩
れ
対
策
と
し
て
、
県
営

の
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
で
平
成
22
年
度
か
ら
事
業
に
着

手
し
ま
す
。
地
元
の
意
向
、
意
見
、
要
望
等
を
十
分
に
お
聞
き

し
な
が
ら
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
駆
除
に
つ
い
て
は
、
農
家
の
大
き
な
労

力
と
減
収
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
魚
介
類
に
影
響
の
無
い
新

駆
除
剤
「
ス
ク
ミ
ノ
ン
」
を
散
布
さ
れ
た
方
に
助
成
を
し
ま
す
。

　

次
に
、
田
手
川
改
修
と
併
せ
、

河
川
内
の
井
堰
の
改
修
も
地
元
の

協
力
を
得
な
が
ら
推
進
し
ま
す
。

田
手
村
の
５
号
堰
は
、
平
成
21
年

度
か
ら
着
手
し
平
成
23
年
度
に
完

了
の
予
定
で
す
。
ま
た
、
辛
上
の
頭

首
工
は
、
今
年
度
本
設
計
に
か
か

る
計
画
で
す
。
吉
野
堰
、
筧
堰
の
統

合
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元
か
ら

の
要
望
、
ご
意
見
等
を
お
聞
き
し
、
河
川
改
修
と
並
行
し
な
が

ら
早
急
に
整
備
で
き
る
よ
う
に
県
に
要
望
を
し
ま
す
。

1
土
地
の
有
効
利
用

　

平
成
21
年
３
月
に
「
吉
野
ヶ
里
町
国
土
利
用
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
が
、
町
土
の
利
用
は
、
公
共
の
福
祉
を
最
優
先
と
し
、

自
然
環
境
と
歴
史
的
遺
産
の
保
全
を
図
り
つ
つ
、
地
域
の
自
然

的
、
社
会
的
、
経
済
的
及
び
文
化
的
条
件
に
配
慮
し
て
、
健
康
で

文
化
的
な
生
活
環
境
の
確
保
と
町
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り

ま
す
。

　
2
住
宅
施
策
の
推
進

　

快
適
・
安
全
・
安
心
な
住
宅
環
境
整
備
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
中

の
原
団
地
、
上
豆
田
団
地
、
目
達
原
西
団
地
な
ど
の
整
備
を
計
画

的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
第
８
住
宅
の
整
備
を

進
め
、
８
月
か
ら
の
管
理
開
始
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
後
、
集
会

所
等
の
建
設
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
完
了
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
警
報
器
の
設
置
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
策
工

事
に
取
り
組
み
ま
す
。

3
道
路
・
交
通
網
の
充
実

　

地
域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金
事
業
や
防
衛
施
設
周
辺
道
路
整

備
事
業
な
ど
の
補
助
事
業
と
合
併
特
例
債
を
活
用
し
、
『
道
路

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
に
基
づ
き
計
画
的
、
か
つ
積
極
的
に
取
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
３
４
号
苔
野
交
差
点
改
良
工
事
、
歩
道
整
備
、
国

道
３
８
５
号
の
歩
道
整
備
の
ほ
か
、
県
道
に
つ
き
ま
し
て
も
整

備
の
促
進
を
強
く
要
望
し
、
用
地
買
収
な
ど
側
面
か
ら
支
援
し

ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
公
共
交
通
不
便
地
帯
の
移
動
手
段
確

保
を
運
行
の
主
目
的
に
は
し
て
い
ま
す
が
、
極
端
に
利
用
者
の

少
な
い
区
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ル
ー
ト
や
バ
ス
停
の
検
討
等
、

全
般
的
な
見
直
し
を
行
な
い
ま
す
。

4
情
報
化
の
推
進

　

町
行
政
の
簡
素
化
・
効
率
化
、
透
明
性
及
び
町
民
生
活
の
利

便
性
の
向
上
を
も
た
ら
す
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
活
用
を
積

極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
の
テ
レ
ビ
放
送
、
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
平

成
23
年
７
月
24
日
で
終
了
し
ま
す
。
受
信
困
難
地
域
に
は
、
難

視
地
区
解
消
対
策
を
講
じ
、
町
内
ど
こ
で
も
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

が
受
信
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

5
ダ
ム
関
連
事
業
の
推
進

　

事
業
の
見
直
し
等
、
福
岡
県
と
協
議
を
重
ね
て
い
く
と
と
も

に
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
、
子
ど
も
交
流
館
の
整
備
に
つ
い
て
事

業
促
進
に
努
力
し
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
設
備
整
備
事
業
は
平
成
21
年
度
か

ら
平
成
22
年
度
の
継
続
事
業
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
永
山
、

坂
本
、
松
隈
地
区
分
を
ダ
ム
事
業
で
行
う
よ
う
に
し
て
お
り
、

平
成
22
年
度
に
は
完
了
予
定
で
す
。

　

町
道
松
隈
１
号
線
、
坂
本
１
号
線
、
永
山
・
坂
本
峠
線
の
整
備

に
つ
い
て
も
今
年
度
よ
り
着
手
し
、
水
源
地
域
の
振
興
を
図
り

ま
す
。

1
男
女
共
同
参
画
の
促
進

　

今
年
２
月
に
「
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
会
」
か
ら
提
出
さ

れ
ま
し
た
「
提
言
書
」
を
踏
ま

え
、
平
成
22
年
度
末
ま
で
に
吉

野
ケ
里
町
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
を
策
定
し
ま
す
。
計
画
策

定
に
あ
た
っ
て
は
、
専
門
的
な

知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
外

部
機
関
に
支
援
業
務
を
委
託

す
る
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
か
つ

効
率
的
な
業
務
の
進
捗
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
募
等
の
委
員
で
構
成
し
た
計
画
策
定
作
業
部
会
を

設
置
し
、
住
民
の
視
点
に
立
っ
た
施
策
を
計
画
に
反
映
さ
せ
、

よ
り
実
効
性
の
あ
る
計
画
を
め
ざ
し
て
取
組
み
ま
す
。

2
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成　

　

少
子
高
齢
化
の
一
層
の
進
行
な
ど
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を

見
通
し
な
が
ら
、
本
町
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、『
地
区
の
“
わ
„
委
員

会
応
援
事
業
』
の
拡
大
と
活
動
の
活
発
化
に
向
け
た
有
効
な
支

援
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

3
自
立
し
た
自
治
体
経
営

の
推
進

　

行
政
改
革
大
綱
及
び
集
中

改
革
プ
ラ
ン
等
に
基
づ
き
、
事

務
事
業
の
見
直
し
や
組
織
・
機

構
の
再
編
、
人
事
管
理
の
適
正

化
、
財
政
運
営
の
健
全
化
な
ど

行
財
政
改
革
を
引
き
続
き
進

め
ま
す
。

終
わ
り
に

　

以
上
、
平
成
22
年
度
の
施
政
方
針
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

な
お
、
施
策
に
つ
い
て
は
主
要
事
業
の
み
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
も
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
村
榮
憲
氏
が
就
任

吉
野
ヶ
里
町
副
町
長
に

平
野
恵
一
氏
が

　
　
　

副
町
長
退
任

　6月18日、6月定例議会で町議会の同意を
得て、中村榮憲氏(下三津西地区)が6月21日
付けで就任しました。任期は4年間で平成26
年6月20日までです。
主な経歴
昭和47年　東脊振村採用
昭和61年　企画課長
平成  8年　総務課長
平成13年　東脊振村助役（～平成17年）

　合併後、吉野ヶ里町初の副町長として就任
し、約4年間町の融和のために尽力した平野
副町長が、5月31日付けで退任しました。
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人
に
や
さ
し
い
よ
し
の
が
り

人
に
や
さ
し
い
よ
し
の
が
り

人
と
歴
史
・
文
化
が
輝
く
よ
し
の
が
り

人
と
歴
史
・
文
化
が
輝
く
よ
し
の
が
り

活
力
と
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
よ
し
の
が
り

活
力
と
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
よ
し
の
が
り

定
住
と
交
流
を
は
ぐ
く
む
よ
し
の
が
り

定
住
と
交
流
を
は
ぐ
く
む
よ
し
の
が
り

と
も
に
つ
く
る
自
立
し
た
よ
し
の
が
り

と
も
に
つ
く
る
自
立
し
た
よ
し
の
が
り

快
適
で
安
全
・
安
心
な
よ
し
の
が
り

快
適
で
安
全
・
安
心
な
よ
し
の
が
り
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『
町
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
』

『
子
育
て
支
援
・
健
康
づ
く
り
』

『
子
ど
も
・
孫
が
住
み
た
い
ま
ち
』

『
愛
と
笑
顔
の
あ
る
ま
ち
』

平
成
22
年
度　

吉
野
ヶ
里
町
長
施
政
方
針

4YOSHINOGARI
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平
成
22
年
第
４
回
町
議
会
定
例
会
が
６
月
10
日
に
開
催
さ
れ
、
江
頭
正
則
町
長
が
平
成
22
年
度
施
政
方

針
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
一
部
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

▲吉田地区の”わ”委員会のもちつき

▲校庭芝生化事業

▲「第１回吉野ヶ里ロマン軽トラ市」

▲男女共同参画についての提言書を
　手渡す大隈委員長

吉野ヶ里町長

江　頭　正　則

▲２か月児相談

　６月６日（日）、第４
回吉野ヶ里夢ロマン軽ト
ラ市が開催されました。
当日は好天にも恵まれ多
くの人で賑わいました。
　今回は三田川中学校１
年生による北海道物産
販売も開催され、カニや
ウニなど北海道の海の
幸が店先に並び道行く
人々を喜ばせていまし
た。

次回の『吉野ケ里夢ロマン軽トラ市』
●日時　７月４日（日）　８：00～11：30
●場所　JR吉野ケ里公園駅北口の町道及び
　　　　吉野ケ里歴史公園東口
●内容　町内中学生による北海道の物産販売
●問い合せ
　　　　吉野ヶ里町商工会　TEL52-4644

次回の『吉野ケ里夢ロマン軽トラ市』
●日時　７月４日（日）　８：00～11：30
●場所　JR吉野ケ里公園駅北口の町道及び
　　　　吉野ケ里歴史公園東口
●内容　町内中学生による北海道の物産販売
●問い合せ
　　　　吉野ヶ里町商工会　TEL52-4644

三田川中1年　中尾みずき
　ボランティアに参加してたくさん
の人に「ありがとう」や「頑張って
ね」と優しい言葉をもらいました。最
初はお客さんとどう接していいか、
何と言ったら興味を持ってもらえる
か分からず戸惑っていましたが、一
緒に参加した友達やお店の方達に教
えてもらって少しずつ慣れてきまし
た。とても貴重な体験でした。

三田川中　1年　野田咲月
　ボランティアに参加しようと思
った理由は、地域の人やたくさん
の人達と関わりたかったからで
す。不安と期待でいっぱいで、最
初は大きな声が出せませんでし
た。でもお客さんが「お疲れ様」
「頑張ってね」とたくさんのエネ
ルギーをくれたので嬉しい気持ち
になりました。

三田川中　1年　福田未奈
　人生初の商売を体験しました。い
つもは、買う方で売るのはどんな感
じか分からなくて少し緊張しまし
た。とても難しかったけど、売れた
時は嬉しくなりました。貴重な体験
ができてまたやりたいと思います。

三田川中　1年　馬渕美琴
　私は初めて楽しそうと思って友
達を誘ってやろうと決めました。
でも実際には思っていた以上に大
変で、売るのにとても苦労しまし
た。また、軽トラ市のような機会
があった時は、今回の体験を活か
して頑張りたいです。

三田川中　1年　前田詩織
　軽トラ市で品物を買ってもらう
には「北海道限定の○○です」な
ど工夫した呼びかけなどが必要だ
ということを学びました。とても
楽しくてみんな協力して売ること
が出来たのでよかったです。今後
も機会があればボランティア活動
に参加したいと思いました。

三田川中　1年　宮嵜理帆
　私は軽トラ市に行って良かった
と思います。商品を売るために
は、大きな声でお客さんを呼び込
んだり、その商品の良い所を宣伝
したりしなければいけないことが
分かりました。商品が売れた時の
嬉しさを実感することができまし
た。

中学生も元気に
「いらっしゃ～い」
中学生も元気に
「いらっしゃ～い」

参加した中学生に、感想を聞きました！

は
じ
め
に

　

合
併
後
、
引
き
続
き
２
期
目
の
行
政
運
営
を
託
さ
れ
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
重
責
を
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。

　

初
心
に
帰
り
、
町
民
の
皆
様
に
充
分
に
説
明
責
任
を
果
た
し

な
が
ら
必
要
な
議
論
を
尽
く
し
、
行
財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら

『
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
』
と
町
政
運
営
に
誠
心
誠
意
、
努
め

て
い
く
決
意
で
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
経
済
の
直
近
の

動
向
を
見
ま
す
と
、
景
気
は
、
一

部
で
持
ち
直
し
て
い
る
も
の
の
、

高
い
失
業
率
や
下
落
傾
向
に
あ
る

物
価
水
準
な
ど
依
然
と
し
て
情
勢

は
厳
し
く
、
先
行
き
も
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
平
成
22
年
度
も

個
人
所
得
の
減
少
や
企
業
収
益
の

悪
化
に
伴
う
地
方
税
減
収
や
国
税
収
入
の
落
ち
込
み
、
社
会
保

障
関
係
経
費
の
自
然
増
や
公
債
費
が
高
い
水
準
で
推
移
す
る
と

見
込
ま
れ
、
財
源
不
足
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
よ
り
一
層
の
予
算
の
効
率
化
と
行
財

政
の
健
全
化
に
取
り
組
み
、
将
来
の
安
定
的
な
成
長
と
住
民
生

活
の
安
心
・
安
全
を
守
り
、
地
域
の
活
力
を
回
復
さ
せ
る
諸
施

策
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
ま
し
た
、
夢
と
希
望
の
持
て
る

『
町
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
』
と
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら

せ
る
『
子
育
て
支
援
・
健
康
づ
く
り
』
を
よ
り
充
実
し
な
が
ら
、

『
子
ど
も
・
孫
が
住
み
た
い
ま
ち
』
、
『
愛
と
笑
顔
の
あ
る
ま

ち
』
の
形
成
に
努
力
し
ま
す
。　
　

　

さ
ら
に
行
財
政
改
革
の
断
行
や
健
全
財
政
の
堅
持
な
ど
、

「
町
政
運
営
の
改
革
」
に
猛
進
し
、
引
き
続
き
新
規
事
業
や
そ

の
成
果
目
標
を
達
成
す
る
た
め
具
体
的
な
施
策
を
掲
げ
て
「
出

会
い
、
ふ
れ
合
い
、
支
え
合
い
」
の
あ
る
町
づ
く
り
に
向
け
て
力

強
く
踏
出
し
て
い
く
決
意
で
す
。

　
１
健
康
づ
く
り
・
医
療
体
制
の
充
実

①
健
診
・
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

保
健
予
防
を
重
点
的
に
進
め
、
健
康
相
談
を
は
じ
め
、
各
種

が
ん
検
診
や
健
康
診
査
事
業
等
の
受
診
率
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
母
子
保
健
事
業
、
予

防
接
種
事
業
な
ど
、
町
民

の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
吉
野
ヶ
里
町

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
き

ら
ら
館
」
を
健
康
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
、
ニ
コ
ニ
コ

ペ
ー
ス
運
動
指
導
及
び
食

生
活
改
善
指
導
な
ど
の
充

実
を
図
り
、
特
定
健
診
の
要
指
導
者
の
方
の
み
な
ら
ず
一
般
の
方

に
も
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
指
導
内
容
等
の
研
究
を

深
め
る
な
ど
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
高
齢
者
医
療

　

疾
病
の
予
防
の
一
環
と
し
て
65
歳
以
上
を
対
象
に
平
成
21
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
『
肺
炎
球
菌
予
防
ワ
ク
チ
ン
』
の
接
種

費
用
の
助
成
、
温
水
プ
ー
ル
無
料
化
、
70
歳
以
上
の
は
り
灸
施

術
の
助
成
を
今
年
度
も
引
き
続
き
行
い
、
高
齢
者
の
健
康
の
保

持
と
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

③
母
子
保
健

　

昨
年
度
か
ら
妊
婦
一
般
検
診
全
14
回
分
の
全
額
助
成
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
継
続
し
て
支
援
し
ま
す
。
さ
ら
に
新

た
な
も
の
と
し
て
、
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
の
実
施
と
と
も
に
、

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
及
び
乳
幼
児
に
対
し
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
時
の
予
防
接
種
を
１
次
予
防
、

子
宮
が
ん
検
診
を
2
次
予
防
と
位
置
付
け
、
子
宮
頸
が
ん
の
撲

滅
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
は
細
菌
性
髄

膜
炎
の
原
因
菌
の
５
〜
６
割
を
占
め
る
と
い
わ
れ
る
ヒ
ブ
を
予

防
す
る
も
の
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
と
し
て
、
特
定
健
診
及
び
特
定
保
健

指
導
に
重
点
的
に
取
り
組
み
、
医
療
機
関
な
ど
関
係
機
関
と
の
連

携
を
密
に
し
、
受
診
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病

の
早
期
発
見
及
び
重
症
化
予
防
に
努
め
ま
す
。

２
地
域
福
祉
の
充
実

　

20
年
度
に
地
域
福
祉
計
画
を
作
成
、
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る

「
助
け
あ
い
・
支
え
あ
い
・
守
り
あ
い
・
や
さ
し
さ
」
の
“
わ
„
づ

く
り
を
推
奨
し
ま
し
た
。
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
家
族
や
隣
近
所
と
の
温
か
い
絆
を
保
ち
な
が
ら
地
域

の
一
員
と
し
て
つ
な
が
り
を
持
ち
、
共
に
支
え
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
町
民
の
皆
様
が
安
心
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
更
に
絆
を
深

め
ま
す
。

3
子
育
て
支
援
の
充
実

　

安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、

昼
間
保
護
者
の
い
な
い
家
庭
の
小
学
校
低
学
年
の
児
童
を
対
象

と
し
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
延
長
保
育
の
時
間
延

長
・
土
曜
日
の
開
設
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
三
田
川
児
童
館
に
お
い
て
は
、
世
代
間
交
流
の
場

と
し
て
「
創
作
活
動
」「
文
化
活
動
」
等
の
事
業
を

進
め
、
き
め
細
か
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
努

め
、
東
脊
振
校
区
に
つ
い
て
も
児
童
館
「
仮

称
・
子
ど
も
交
流
館
」
の
建
設
を
早
急
に

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
家
庭
を
支
え
る
取
り
組

み
と
し
て
、
家
庭
支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
「
家

庭
教
育
相
談
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
両
小
学
校
に
お
い
て
は
、

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を
実
施
し
、
放
課
後
に
お
け
る
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
居
場
所
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

4
高
齢
者
支
援
の
充
実

　

ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
寝
た
き
り
、
認

知
予
防
、
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、『
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
』
が
中
心
と
な
り
、
民
生
委
員
、
地
域
の
方
々
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
高
齢
者
が
安
心
・
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。

5
障
が
い
者
支
援

　

障
が
い
者
が
自
立
し
て
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
の
企
業
へ
就
労
す
る
こ
と
が
困
難
な
障
が
い
者
が

就
労
で
き
る
、
就
労
継
続
支
援
事
業
所
へ
の
就
労
を
支
援
し
ま

す
。
心
身
障
が
い
児
で
義
務
教
育
を
修
学
す
る
た
め
に
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
特
別
支
援
学
校
に
通
学
す
る
児
童
の
保
護
者

に
通
学
補
助
金
を
継
続
し
て
支
給
し
ま
す
。

1
環
境
自
治
体
の
形
成

　

『
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
』
に
基
づ
き
、
省
エ
ネ
・
グ
リ
ー

ン
化
推
進
事
業
に
よ
り
中
央
公
園
に
太
陽
光
に
よ
る
外
灯
照
明

設
置
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
が
率
先
し
て
取
り
組
む
「
地
球
温
暖
化
防
止
実

行
計
画
」
を
継
続
し
、
不
必
要
な
照
明
の
消
灯
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
や

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
に
よ
る
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
の
調
整
な
ど
で

電
気
、
ガ
ソ
リ
ン
、
重
油
の
使
用
量
を
抑
制
し
、
温
暖
化
防
止
に

努
め
ま
す
。

2
自
然
環
境
・
景
観
の
保
全

　

年
２
回
、
春
と
秋
の
統
一
し
た
日
に
『
ク
リ
ー
ン
デ
ー
』
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
山
間
部
等
へ
の
不
法
投
棄
を
抑
止
す
る
た
め
、
不
法

投
棄
の
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
な
ど
監
視
体
制
の
充
実
と
監

視
カ
メ
ラ
に
よ
る
監
視
を
継
続
し
ま
す
。

　
3
下
水
道
の
充
実
と
安
定
し
た
維
持
管
理

　

平
成
25
年
度
を
最
終
年
次
と
し
て
公
共
下
水
道
事
業
計
画
区

域
の
見
直
し
を
行
い
、
全
体
計
画
面
積
を
４
９
０
ha
と
し
て
い

ま
す
。

　

箱
川
地
区
処
理
場
に
つ
い
て
は
機
能
強
化
調
査
設
計
事
業
を

実
施
し
、
処
理
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
す
公
共
下
水
道
と
農
業
集
落
排
水
施

設
と
の
接
続
に
向
け
、
基
礎
調
査
に
取
り
組
み
ま
す
。

4
廃
棄
物
処
理
等
環
境
衛
生
の
充
実

　

環
境
問
題
解
決
の
た
め
に
は
循
環
型
社
会
の
形
成
を
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
推
進
母
体
と
し
て
町
民
と
行

政
が
と
も
に
協
働
し
て
よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う

「
吉
野
ヶ
里
町
環
境
保
全
協
議
会
」
を
設
立
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
吉
野
ヶ
里
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、

南
部
地
区
の
臨
時
的
な
資
源
物
回
収
所
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
体
制
の

充
実
を
図
り
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
資
源
ご
み
の
利
活
用
に
よ
り
、

効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

5
消
防
防
災
の
充
実

　

消
防
・
防
災
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
、
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
は
本
年
度

完
成
の
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
消
防
車
両
の
更
新
に
つ
い
て
、
北
部
第
1
分
団
第
1

部
、
横
田
の
ポ
ン
プ
自
動
車
の
防
衛
省
補
助
が
決
定
し
、
す
み

や
か
な
配
備
に
よ
り
町
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
図
り
ま

す
。

6
防
犯
・
交
通
安
全
の
充
実

　

自
転
車
の
盗
難
や
変
質
者
の
出
没
な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ

で
犯
罪
が
発
生
し
て
い
る
現
状
で
す
。
警
察
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
、
防
犯
に
努
め
ま
す
。
防
犯
灯
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
、
要
望
箇
所
へ
の
設
置
を
行
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
安
全
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
交
通
危
険
箇
所
の
把

握
と
そ
の
対
応
策
を
検
討
し
、
交
通
事
故
の
撲
滅
に
努
め
ま
す
。

1
学
校
教
育
の
充
実

　

生
き
る
力
を
育
む
教
育
活
動
の
推
進
で
は
、
《
古
代
ロ
マ
ン

漂
う
弥
生
の
里
か
ら
子
ど
も
の
夢
を
世
界
の
空
へ
》
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
、
幼
・
保
・
小
・
中
の
連
続
性
を
重
視
し
な
が

ら
、
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
発
達
を
目
指
し
て
、
き
め
細

か
な
指
導
を
推
進
し
ま
す
。

　

町
内
４
小
中
学
校
連
携
事
業
に
つ
い
て
は
、
生
徒
会
の
連
携
、

ふ
る
里
学
の
推
進
、
漢
字
検
定
な
ど
を
通
し
て
主
体
的
な
学
習

意
欲
の
推
進
、
切
磋
琢
磨
の
気
風
を
高
め
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
へ
の
英
語
教
育
必
修
化
に
向
け
て
は
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
二
人
体
制
と
し
、
三
田
川
小
・
中
学
校
で
文
部
科
学
省
の

委
託
研
究
を
継
続
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
町
の
特
色
で
あ
る
小
学
校
１
年
生
か
ら
の
英
語
活

動
は
、
本
年
度
も
外
国
人
を
指
導
者
と
し
て
継
続
し
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
関
し
て
は
、
就
学
の
適
正
化
を
図
る
と
共

に
支
援
教
員
及
び
学
級
サ
ポ
ー
ト
支
援
員
を
配
置
し
、
子
供
た

ち
へ
の
学
習
・
学
校
生
活
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

豊
か
な
人
間
性
の
育
成
に
向
け
た
体
験
活
動
事
業
と
し
て
、

本
年
度
も
『
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
事
業
』
を
町
内
の
歴
史
・

文
化
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　

な
お
、
各
小
中
学
校
で
は
、
問
題
行
動
や
不
登
校
を
防
止
す
る

と
共
に
、
児
童
生
徒
が
健
や
か
な
心
身
の
安
定
的
な
成
長
を
図
る

た
め
『
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
事
業
』
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
に
中
央
公
民
館
内
に
『
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
事
業
』
に
よ
る
直
通
電
話
を
設
置
し
、
教
育
相
談
を

充
実
し
ま
す
。

2
学
校
施
設
・
設
備
の
整
備

　

平
成
21
年
度
に
三
田
川
・
東
脊
振
両
小
学
校
に
お
い
て
、
地

球
温
暖
化
防
止
対
策
と
教
育
活
動
や
体
育
活
動
の
活
発
化
を
誘

導
す
る
事
業
と
し
て
、
校
庭
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
新

た
に
東
脊
振
幼
稚
園
の
園
庭
芝

生
化
に
取
り
組
み
、
快
適
で
安

全
な
幼
稚
園
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

　

昨
今
の
社
会
情
勢
に
よ
り
必

要
な
安
全
対
策
を
講
じ
る
た
め
、

本
年
度
も
職
員
に
よ
る
青
色
パ

ト
ロ
ー
ル
を
継
続
し
、
小
・
中
学

校
P
T
A
や
お
や
じ
の
会
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

の
下
校
時
の
見
守
り
等
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
安
全
対
策
を
推

進
し
ま
す
。

　
3
生
涯
学
習
社
会
の
形
成

　

利
用
者
の
安
全
・
安
心
確
保
の
た
め
、
中
央
公
民
館
と
東
脊

振
公
民
館
の
耐
震
診
断
に
取
り
組
む
一
方
、
今
後
の
生
涯
学
習

施
設
の
拠
点
と
な
る
仮
称
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
施
設
の
規
模
、
建
設
予
定
地
な
ど
に
つ
い
て
早
急
に

ま
と
め
、
建
設
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

高
齢
者
大
学
、
成
人
大
学
、
食
育
や
家
庭
教
育
支
援
な
ど
多

様
化
す
る
町
民
の
学
習
要
求
に
応
え
、
生
涯
学
習
を
総
合
的
に

推
進
し
て
い
く
た
め
の
基
盤
形
成
の
た
め
、
関
連
機
関
と
連

携
・
協
力
を
図
り
な
が
ら
指
導
者
の
養
成
と
体
制
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

4
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

町
民
の
健
康
増
進
と
青
少
年
の
体
力
向
上
の
た
め
、
小
学
校

で
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
中
学
校
で
は
少
年
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、

ま
た
、
体
育
協
会
と
連
携
を
図
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
面
に
お
い
て
は
児
童
体
育
館
の
大
規
模
改
修
に

取
り
組
む
た
め
、
基
礎
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
体
育
施
設

を
活
用
し
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
継
続

し
、
町
民
の
健
康
増
進
、
融
和
と
親
睦
を
深
め
る
よ
う
努
め
ま

す
。

5
歴
史
・
文
化
の
継
承
と
創
造

　

町
の
文
化
財
・
伝
統
文
化
・
自
然
や
歴
史
を
広
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
北
部
の
豊
か
な
自
然
、
蛤
水
道
、
霊
仙
寺
、
小
川
内
、

サ
ザ
ン
カ
自
生
地
な
ど
の
探
訪
イ
ベ
ン
ト
を
計
り
、
ま
た
、
発

掘
調
査
し
た
遺
跡
の
展
示
や
『
ふ
る
さ
と
歴
史
講
座
』
を
継
続

し
て
開
催
す
る
と
と
も
に
、『
文
化
財
マ
ッ
プ
』
の
作
成
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

文
化
協
会
、
赤
熊
太
鼓
、
バ
ン
ブ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
に

よ
る
文
化
の
継
承
活
動
を
推
進
し
、
そ
の
活
動
を
継
続
す
る
た

め
に
本
年
も
支
援
し
ま
す
。

6
青
少
年
の
育
成

　

青
少
年
の
健
全
な
る
育
成
の
た
め
に
は
、
地
域
の
教
育
力
が

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
研
修
会
を
開
催
し

て
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
青
少
年
育

成
町
民
会
議
へ
の
支
援
を
図
り
、
ま
た
、『
少
年
の
主
張
大
会
』

を
今
後
も
継
続
し
ま
す
。

　
1
観
光
の
振
興

　

平
成
23
年
３
月
の
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
全
線
開
業
に

伴
い
、
新
鳥
栖
駅
停
車
増
を
県
で
要
望
し
て
い
ま
す
が
、
我
が

町
と
し
て
も
来
年
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
向
け
、
佐
世
保
行
き
特
急

停
車
の
提
案
活
動
を
強
め
、
通
勤
・
通
学
者
の
利
便
性
、
産
業

振
興
、
人
口
増
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
吉
野

ヶ
里
歴
史
公
園
、
茶
の
ル
ー
ツ
な
ど
、
県
観
光
協
会
、
九
州
観

光
推
進
機
構
、
観
光
業
界
、
Ｊ
Ｒ
九
州
、
マ
ス
コ
ミ
等
と
の
連

携
を
基
に
、
県
の
枠
を
超
え
た
広
域
的
な
横
軸
の
連
携
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
効
果
的
な
P
R
、
情
報
提
供
や
推
進
体
制
を

構
築
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
３
月
に
は
吉

野
ヶ
里
歴
史
公
園
東
口
前

に
吉
野
ヶ
里
町
観
光
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
事
業
に
よ
る

『
め
い
ぶ
つ
館
』
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
町
の
観

光
案
内
や
多
彩
な
特
産
品

の
販
売
を
行
い
な
が
ら
吉

野
ヶ
里
町
を
P
R
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
事
業
を
通
じ
て
、
最

終
的
に
は
町
内
外
の
皆
様
の
英
知
を
結
集
し
て
こ
の
土
地
利
活

用
を
活
性
化
の
た
め
、
決
定
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
商
工
業
の
振
興

　

平
成
22
年
３
月
か
ら
毎
月
第
１
日
曜
日
、
ふ
れ
あ
い
と
に
ぎ

わ
い
あ
ふ
れ
る
商
工
会
主
催
の
『
吉
野
ヶ
里
夢
ロ
マ
ン
軽
ト
ラ

市
』
が
開
催
さ
れ
、
商
業
の
活
性
化
、
地
域
の
活
性
化
が
大
き

く
期
待
さ
れ
ま
す
。
町
と
し
て
も
大
型
店
進
出
な
ど
で
厳
し
い

経
営
状
況
の
既
存
商
店
お
よ
び
進
出
さ
れ
た
企
業
、
事
業
所
等

に
商
工
会
と
と
も
に
協
議
し
な
が
ら
、
指
導
･
融
資
な
ど
更
な

る
支
援
に
努
め
ま
す
。

3
農
林
業
の
振
興

　

地
域
ぐ
る
み
で
共
同
活
動
を
す
る
『
農
地
・
水
・
環
境
の
保
全

対
策
事
業
』
が
４
年
目
を
迎
え
集
落
の
環
境
整
備
や
農
業
基
盤

整
備
が
進
む
と
と
も
に
各
地
域
に
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
戸
別

所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
が
今
年
度
か
ら
始
ま
り
、
水
田
農
家
が

自
給
率
向
上
の
た
め
に
新
し
い
農
政
に
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、

啓
蒙
・
普
及
と
説
明
会
を
開
催
し
、
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対

策
へ
の
６
月
末
ま
で
の
加
入
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
の
中
心
と
な
る
集
落
営
農
組
織
、
認
定
農
家
の

育
成
を
さ
ら
に
推
進
し
な
が
ら
、
低
コ
ス
ト
農
業
を
目
指
し
、

農
業
機
械
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

　

南
部
地
区
の
農
業
用
排
水
路
の
法
崩
れ
対
策
と
し
て
、
県
営

の
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
で
平
成
22
年
度
か
ら
事
業
に
着

手
し
ま
す
。
地
元
の
意
向
、
意
見
、
要
望
等
を
十
分
に
お
聞
き

し
な
が
ら
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
駆
除
に
つ
い
て
は
、
農
家
の
大
き
な
労

力
と
減
収
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
魚
介
類
に
影
響
の
無
い
新

駆
除
剤
「
ス
ク
ミ
ノ
ン
」
を
散
布
さ
れ
た
方
に
助
成
を
し
ま
す
。

　

次
に
、
田
手
川
改
修
と
併
せ
、

河
川
内
の
井
堰
の
改
修
も
地
元
の

協
力
を
得
な
が
ら
推
進
し
ま
す
。

田
手
村
の
５
号
堰
は
、
平
成
21
年

度
か
ら
着
手
し
平
成
23
年
度
に
完

了
の
予
定
で
す
。
ま
た
、
辛
上
の
頭

首
工
は
、
今
年
度
本
設
計
に
か
か

る
計
画
で
す
。
吉
野
堰
、
筧
堰
の
統

合
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元
か
ら

の
要
望
、
ご
意
見
等
を
お
聞
き
し
、
河
川
改
修
と
並
行
し
な
が

ら
早
急
に
整
備
で
き
る
よ
う
に
県
に
要
望
を
し
ま
す
。

1
土
地
の
有
効
利
用

　

平
成
21
年
３
月
に
「
吉
野
ヶ
里
町
国
土
利
用
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
が
、
町
土
の
利
用
は
、
公
共
の
福
祉
を
最
優
先
と
し
、

自
然
環
境
と
歴
史
的
遺
産
の
保
全
を
図
り
つ
つ
、
地
域
の
自
然

的
、
社
会
的
、
経
済
的
及
び
文
化
的
条
件
に
配
慮
し
て
、
健
康
で

文
化
的
な
生
活
環
境
の
確
保
と
町
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り

ま
す
。

　
2
住
宅
施
策
の
推
進

　

快
適
・
安
全
・
安
心
な
住
宅
環
境
整
備
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
中

の
原
団
地
、
上
豆
田
団
地
、
目
達
原
西
団
地
な
ど
の
整
備
を
計
画

的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
第
８
住
宅
の
整
備
を

進
め
、
８
月
か
ら
の
管
理
開
始
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
後
、
集
会

所
等
の
建
設
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
完
了
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
警
報
器
の
設
置
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
策
工

事
に
取
り
組
み
ま
す
。

3
道
路
・
交
通
網
の
充
実

　

地
域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金
事
業
や
防
衛
施
設
周
辺
道
路
整

備
事
業
な
ど
の
補
助
事
業
と
合
併
特
例
債
を
活
用
し
、
『
道
路

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
に
基
づ
き
計
画
的
、
か
つ
積
極
的
に
取
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
３
４
号
苔
野
交
差
点
改
良
工
事
、
歩
道
整
備
、
国

道
３
８
５
号
の
歩
道
整
備
の
ほ
か
、
県
道
に
つ
き
ま
し
て
も
整

備
の
促
進
を
強
く
要
望
し
、
用
地
買
収
な
ど
側
面
か
ら
支
援
し

ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
公
共
交
通
不
便
地
帯
の
移
動
手
段
確

保
を
運
行
の
主
目
的
に
は
し
て
い
ま
す
が
、
極
端
に
利
用
者
の

少
な
い
区
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ル
ー
ト
や
バ
ス
停
の
検
討
等
、

全
般
的
な
見
直
し
を
行
な
い
ま
す
。

4
情
報
化
の
推
進

　

町
行
政
の
簡
素
化
・
効
率
化
、
透
明
性
及
び
町
民
生
活
の
利

便
性
の
向
上
を
も
た
ら
す
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
活
用
を
積

極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
の
テ
レ
ビ
放
送
、
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
平

成
23
年
７
月
24
日
で
終
了
し
ま
す
。
受
信
困
難
地
域
に
は
、
難

視
地
区
解
消
対
策
を
講
じ
、
町
内
ど
こ
で
も
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

が
受
信
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

5
ダ
ム
関
連
事
業
の
推
進

　

事
業
の
見
直
し
等
、
福
岡
県
と
協
議
を
重
ね
て
い
く
と
と
も

に
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
、
子
ど
も
交
流
館
の
整
備
に
つ
い
て
事

業
促
進
に
努
力
し
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
設
備
整
備
事
業
は
平
成
21
年
度
か

ら
平
成
22
年
度
の
継
続
事
業
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
永
山
、

坂
本
、
松
隈
地
区
分
を
ダ
ム
事
業
で
行
う
よ
う
に
し
て
お
り
、

平
成
22
年
度
に
は
完
了
予
定
で
す
。

　

町
道
松
隈
１
号
線
、
坂
本
１
号
線
、
永
山
・
坂
本
峠
線
の
整
備

に
つ
い
て
も
今
年
度
よ
り
着
手
し
、
水
源
地
域
の
振
興
を
図
り

ま
す
。

1
男
女
共
同
参
画
の
促
進

　

今
年
２
月
に
「
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
会
」
か
ら
提
出
さ

れ
ま
し
た
「
提
言
書
」
を
踏
ま

え
、
平
成
22
年
度
末
ま
で
に
吉

野
ケ
里
町
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
を
策
定
し
ま
す
。
計
画
策

定
に
あ
た
っ
て
は
、
専
門
的
な

知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
外

部
機
関
に
支
援
業
務
を
委
託

す
る
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
か
つ

効
率
的
な
業
務
の
進
捗
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
募
等
の
委
員
で
構
成
し
た
計
画
策
定
作
業
部
会
を

設
置
し
、
住
民
の
視
点
に
立
っ
た
施
策
を
計
画
に
反
映
さ
せ
、

よ
り
実
効
性
の
あ
る
計
画
を
め
ざ
し
て
取
組
み
ま
す
。

2
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成　

　

少
子
高
齢
化
の
一
層
の
進
行
な
ど
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を

見
通
し
な
が
ら
、
本
町
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、『
地
区
の
“
わ
„
委
員

会
応
援
事
業
』
の
拡
大
と
活
動
の
活
発
化
に
向
け
た
有
効
な
支

援
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

3
自
立
し
た
自
治
体
経
営

の
推
進

　

行
政
改
革
大
綱
及
び
集
中

改
革
プ
ラ
ン
等
に
基
づ
き
、
事

務
事
業
の
見
直
し
や
組
織
・
機

構
の
再
編
、
人
事
管
理
の
適
正

化
、
財
政
運
営
の
健
全
化
な
ど

行
財
政
改
革
を
引
き
続
き
進

め
ま
す
。

終
わ
り
に

　

以
上
、
平
成
22
年
度
の
施
政
方
針
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

な
お
、
施
策
に
つ
い
て
は
主
要
事
業
の
み
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
も
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
村
榮
憲
氏
が
就
任

吉
野
ヶ
里
町
副
町
長
に

平
野
恵
一
氏
が

　
　
　

副
町
長
退
任

　6月18日、6月定例議会で町議会の同意を
得て、中村榮憲氏(下三津西地区)が6月21日
付けで就任しました。任期は4年間で平成26
年6月20日までです。
主な経歴
昭和47年　東脊振村採用
昭和61年　企画課長
平成  8年　総務課長
平成13年　東脊振村助役（～平成17年）

　合併後、吉野ヶ里町初の副町長として就任
し、約4年間町の融和のために尽力した平野
副町長が、5月31日付けで退任しました。

3 YOSHINOGARI

5 YOSHINOGARI

7 YOSHINOGARI



人
に
や
さ
し
い
よ
し
の
が
り

人
に
や
さ
し
い
よ
し
の
が
り

人
と
歴
史
・
文
化
が
輝
く
よ
し
の
が
り

人
と
歴
史
・
文
化
が
輝
く
よ
し
の
が
り

活
力
と
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
よ
し
の
が
り

活
力
と
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
よ
し
の
が
り

定
住
と
交
流
を
は
ぐ
く
む
よ
し
の
が
り

定
住
と
交
流
を
は
ぐ
く
む
よ
し
の
が
り

快
適
で
安
全
・
安
心
な
よ
し
の
が
り

快
適
で
安
全
・
安
心
な
よ
し
の
が
り

2YOSHINOGARI

『
町
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
』

『
子
育
て
支
援
・
健
康
づ
く
り
』

『
子
ど
も
・
孫
が
住
み
た
い
ま
ち
』

『
愛
と
笑
顔
の
あ
る
ま
ち
』

平
成
22
年
度　

吉
野
ヶ
里
町
長
施
政
方
針

4YOSHINOGARI

　

平
成
22
年
第
４
回
町
議
会
定
例
会
が
６
月
10
日
に
開
催
さ
れ
、
江
頭
正
則
町
長
が
平
成
22
年
度
施
政
方

針
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
一
部
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

▲校庭芝生化事業

▲「第１回吉野ヶ里ロマン軽トラ市」

吉野ヶ里町長

江　頭　正　則

▲２か月児相談

3 YOSHINOGARI

5 YOSHINOGARI
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第
22
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

７
月
11
日
は
投
票
へ
行
こ
う
！

私
た
ち
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
大
切
な
選
挙
で
す
。
大
切
な
一
票
を
投
じ
て
く
だ
さ
い
。

投票区 投票所の名称 　 　　対　象　地　区

第１投票区 坂本公民館 永山、坂本、松隈

新宮田、目達原、目達原西団地、
第八住宅、上中杖上分、営内

苔野、吉田、若楠園、萩原、萩原団地
鳥ノ隈、吉野ヶ里、田手村、田手宿、
力田

衣村、伊保戸、曽根、上中杖、下中杖、
上豆田、上豆田団地、下豆田、箱川上
分、箱川下分、乙ノ馬手、下藤、田中、
立野、エレクトロ、立野団地

上石動、下石動、西石動、上三津東、
上三津西(山田、原谷川、寺ケ里)、
下三津東、下三津西、三津住宅、
肥前医療センター病棟、肥前医療セン
ター宿舎、肥前職員寮、在川、大曲、
松葉、大曲アパート

横田、横田住宅、川原団地A、川原団
地B、川原団地C、川原団地D 、大曲
宿舎、永田ヶ里、中の原団地A、中の
原団地B、中の原団地D、大塚ヶ里、
辛上

第２投票区 東脊振庁舎

第３投票区 横田公民館

第４投票区 目達原公民館

第５投票区 中央公民館

第６投票区 三田川健康
福祉センター

■投票所のご案内

●問い合せ
吉野ヶ里町選挙管理委員会(三田川庁舎総務課内) TEL 53-1111

【
吉
野
ヶ
里
町
で
投
票
で
き
る
人
】

●
平
成
２
年
７
月
12
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
平
成
22
年
３
月
23
日
ま
で
に
吉
野
ヶ
里
町

　

に
転
入
届
を
し
て
、
引
続
き
３
か
月
以
上

　

吉
野
ヶ
里
町
に
住
所
が
あ
る
人

＊
平
成
22
年
３
月
24
日
以
降
、
他
市
町
村
か

　

ら
吉
野
ヶ
里
町
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
転

　

入
前
の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

　

尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
選
挙
当
日
の
投
票
所
】

　

投
票
所
と
対
象
地
区
は
別
表
の
と
お
り
で

す
。
入
場
券
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
確

認
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。
指
定
さ
れ
た

投
票
所
以
外
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
22
年
６
月
11
日
以
降
、
町
内
の
他
の

　

区
域
に
「
転
居
」
し
た
人
は
、
転
居
前
の

区
域
の
投
票
所
（
投
票
所
入
場
券
に
記
載
）

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
票
日
時
】

７
月
11
日
（
日
）　

７
時
〜
20
時

【
投
票
所
入
場
券
】

　

は
が
き
で
個
人
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。
届

い
た
ら
、
住
所
、
氏
名
、
投
票
所
を
確
認
し
、

投
票
当
日
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
場
合
で
も
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
投
票
で
き

ま
す
が
、
本
人
確
認
の
た
め
、
免
許
証
等
の

提
示
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

【
投
票
の
し
か
た
】

　

投
票
は
佐
賀
県
選
出
議
員
選
挙
、
比
例
代

表
選
出
議
員
選
挙
の
順
で
行
い
ま
す
。

①
投
票
所
の
受
付
係
に
入
場
券
を
渡
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
代
理
投
票
を
希
望
す
る
人

は
、
こ
の
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。（
入
場

券
は
選
挙
人
名
簿
と
対
照
後
、
一
度
お
返
し
し

ま
す
の
で
、
そ
の
ま
ま
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

②
投
票
用
紙
交
付
係
に
入
場
券
を
提
示
し
て
、

佐
賀
県
選
出
議
員
選
挙
の
投
票
用
紙
（
薄
い

黄
色
）
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
投
票
用
紙
に
、
佐
賀
県
選
出
議
員
選
挙
の

候
補
者
一
人
の
氏
名
を
記
入
し
ま
す
。

④
佐
賀
県
選
出
議
員
選
挙
の
投
票
箱
に
投
函

し
ま
す
。
こ
の
時
、
入
場
券
を
投
函
し
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
投
票
用
紙
交
付
係
に
入
場
券
を
渡
し
て
、

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
投
票
用
紙
（
白

色
）
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。（
入
場
券
は
、

こ
こ
で
回
収
し
ま
す
）

⑥
投
票
用
紙
に
「
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ

た
候
補
者
一
人
の
氏
名
」
又
は
「
一
つ
の
政
党

等
の
名
称
や
略
称
」
を
記
入
し
ま
す
。

⑦
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
投
票
箱
に　

投
函
し
ま
す
。

【
投
票
上
の
注
意
】

●
投
票
用
紙
に
は
候
補
者
一
人
の
氏
名
の
み

（
比
例
代
表
の
場
合
は
候
補
者
の
氏
名
又
は

政
党
名
）
を
記
入
し
、
そ
れ
以
外
の
文
字
や

記
号
は
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
候
補
者
の
氏
名･

政
党
名
は
、
投
票
所
に
掲

示
し
て
あ
る
一
覧
表
を
よ
く
確
認
し
て
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

＊
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
せ
っ
か
く
の
投
票

が
無
効
に
な
り
ま
す
。

●
二
人
以
上
の
候
補
者
の
氏
名
（
政
党
名
）

を
記
載
し
た
投
票

●
候
補
者
の
氏
名
（
政
党
名
）
の
ほ
か
他
事

を
記
載
し
た
投
票…

（
例
）「
○
○
さ
ん
へ
」

「
○
○
さ
ん
に
」「
当
選
」
な
ど

●
候
補
者
の
誰
を
書
い
た
の
か
確
認
し
難
い

　

投
票

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い　

人

は
、
期
日
前
投
票
を
！

【
期
日
前
投
票
】

　

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
期
日
前
投
票
を
し

ま
し
ょ
う
！

●
投
票
日
に
仕
事
が
あ
る
と
き
（
勤
務･

出
張

･

自
営
業
の
人
な
ど
）

●
投
票
日
に
、
旅
行
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
で
出
か
け
る
と
き

●
投
票
日
に
、
冠
婚
葬
祭
の
予
定
が
あ
る
と
き

【
期
日
前
投
票
の
手
続
】

　

入
場
券
は
が
き
裏
面
の
宣
誓
書
を
記
入
し

期
日
前
投
票
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
あ

と
は
、
投
票
日
当
日
の
投
票
と
同
じ
で
す
。

【
期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間
と
時

間
】
６
月
25
日
（
金
）
〜
７
月
10
日
（
土
）

８
時
30
分
〜
20
時

【
期
日
前
投
票
所
】

町
民
集
会
所
（
中
央
公
民
館
裏
）

※
町
民
集
会
所
は
中
央
公
民
館
南
側
に
あ　

り
ま
す
。
駐
車
場
は
三
田
川
庁
舎
前
又
は　

中
央
公
民
館
西
側
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
持
参
す
る
も
の
】　

　

入
場
券
（
届
い
て
い
な
い
場
合
で
も
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
が
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
）

入
院
先
や
滞
在
先
で
の

不
在
者
投
票

　

遠
方
で
の
仕
事
な
ど
で
、
町
内
で
投
票
が

で
き
な
い
人
は
、
滞
在
中
の
市
区
町
村
選
挙

管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
の
手
続
き
の
流
れ
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①
「
不
在
者
投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
」
を
自

　

書
し
、
吉
野
ヶ
里
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ

　

郵
送
し
ま
す
。

②
吉
野
ヶ
里
町
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
選
挙

人
の
滞
在
先
に
投
票
用
紙
な
ど
を
郵
送
し
ま

す
。

③
選
挙
人
は
、
受
け
取
っ
た
書
類
を
持
っ
て
、

滞
在
し
て
い
る
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

へ
行
き
、
投
票
用
紙
に
記
入
、
内
封
筒･

外
封

筒
に
封
入
し
ま
す
。

④
滞
在
先
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
は
、

投
票
用
紙
の
入
っ
た
封
筒
な
ど
を
吉
野
ヶ
里

町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
郵
送
し
ま
す
。

⑤
吉
野
ヶ
里
町
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
選
挙

の
当
日
、
受
け
取
っ
た
封
筒
を
、
選
挙
人
の

属
す
る
投
票
区
内
の
投
票
所
へ
届
け
ま
す
。

※
「
不
在
者
投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
」
の
様

式
は
、
吉
野
ヶ
里
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

滞
在
中
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
に
も

あ
り
ま
す
。

※
不
在
者
投
票
は
郵
便
を
利
用
す
る
た
め
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
早
め
に
お
申
出
く
だ
さ

い
。

【
代
理
投
票
】

　

身
体
的
な
障
害
や
ケ
ガ
な
ど
に
よ
り
、
自

分
で
候
補
者
の
氏
名
を
書
く
こ
と
が
で
き
な

い
人
の
た
め
に
、
代
理
投
票
制
度
が
あ
り
ま

す
。
代
理
投
票
を
希
望
す
る
人
は
、
投
票
所

の
受
付
係
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
投
票

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
開
票
】

　

開
票
は
７
月
11
日
（
日
）
21
時
か
ら
、
東

脊
振
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
ら
館
」
で

行
い
ま
す
。
（
開
票
開
始
時
刻
は
、
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

入場券が変わりました
入場券の裏面に、期日前投票宣誓書の様式
があります。記入して持参していただくと、
スムーズに投票ができます。
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子ども手当の申請・現況届は
お済みですか？

町税の滞納整理を「佐賀県滞納整理推進機構」
で取り組みます集団健診のご案内

○中学生の子どもなど、新たに子ども手当の対象となる子どもを養育している人は、申請が必要です。
　９月30日を過ぎると満額の支給が受けられなくなりますので申請はお早めにお願いします。
　※公務員の方は、勤務先から子ども手当が支給されますので職場にお尋ねください。
○平成22年３月まで児童手当を受けている人は、原則として子ども手当の申請は免除されていますが、『現況届』
　を提出しなければなりません。
　この届は、６月１日における状況を記載し、子ども手当を引き続き受ける要件を満たしているかどうかを確認
　するためのものです。
　この届の提出がないと、６月分以降の手当が受けられなくなりますのでご注意ください。

　「佐賀県滞納整理推進機構」は、県と県内市町で構成されており、県の徴収職員が市町の徴収職員とともに、

差押等の滞納処分を前提に個人住民税を中心とした市町村税の滞納整理を行う組織です。

　平成21年度においては、徹底した財産調査を行い、財産等があるにもかかわらず、納税に応じない滞納者に対

して、338件の滞納処分を実施しました。

　また、佐賀県消費生活センター等と連携して、多重債務の整理に道筋をつけて、生活再建を図りながら納税に

結びつけるなどの取組や、生命保険の貸付制度を活用した自主納税の推進に努めるなど、滞納事案に応じた滞納

整理に取り組みました。

　今年度においても、引き続き「佐賀県滞納整理推進機構」で町税の滞納整理に取り組みます。

　滞納整理の業務には、皆様から納付いただいた町税が使われます。貴重な町税を福祉や教育などに有効に活用

するためにも、納期限内納付にご協力をお願いします。

〔若年健診・特定健診・後期高齢者健診・がん検診〕

７月９日(金)～１３日(火)
※ただし、１１日(日)を除く

受付時間　８:30～11:00
※胃がん検診は、
　各日先着50人(当日受付)で締め切ります。

三田川健康福祉センター
「ふれあい館」

９月９日(木)～１１日(土) 東脊振健康福祉センター
「きらら館」

若　年　健　診

特　定　健　診

後期高齢者健診

　結核健康診断

　肺がん検診

　胃がん検診

　大腸がん検診

20歳以上 39歳以下

40歳以上 74歳以下

75歳以上

65歳以上

40歳以上

40歳以上

40歳以上

保険証

保険証、受診券、受診料

保険証、受診券、問診票

保険証、受診料

無　料　　　　　

医療保険ごとに設定

無　料

無　料
300円　    100円

500円　    300円

300円　    200円

【実施日程】

【健(検)診内容】

受けよう
健  診

重度心身障害者医療費助成
受給資格証の更新手続き

●｢特定健診｣及び「後期高齢者健診」を受診するには事前の申し込みが必要です。詳しくはご加入
　の医療保険者にお問い合わせください。
●若年健診及びがん検診は、加入医療保険に関係なく受診できます。
●大腸がん検診の容器は検診期間中に配布します。※容器回収日程は、配布時にお知らせします。
●胃がん検診を受診する人は、検診前日の夜10時以降は飲食をしないでください。
●生活保護世帯員は受診料が免除されます。生活保護世帯員で受診を希望する人は事前にご連絡く
　ださい。

　現在、お持ちの受給資格証の有効期限が７月31日で満了しますので、下記により
更新手続きをお願いします。

●必要なもの
・身体障害者手帳または療育手帳
・重度心身障害者医療費助成受給者証
・印鑑
・健康保険証
・所得証明書
　（H22.1.1現在、町外にお住まいだった人）

●期日及び場所（９:00～17:00）
７/26(月)三田川庁舎１Fカウンター
７/27(火)三田川庁舎１Fカウンター
７/29(木)東脊振庁舎福祉課
７/30(金)東脊振庁舎福祉課
※８月以降は随時福祉課(東脊振庁舎)にて行います。

平成21年度の機構の取組結果（14市町合計）

※吉野ヶ里町税務課では、納税相談を随時行っています。

●徴収効果額

●滞納処分の実績

区　　分
引継予告による効果額

機構徴収額
合　　計

　区　　分
預貯金
生命保険
給与・年金
その他
債権差押合計

件数 
179件
82件
56件
9件

326件

金　　額　　
17,247,260円
14,147,986円
17,015,380円
1,290,072円
49,700,698円

区　　分
不動産
自動車
交付要求
他差押等合計
滞納処分合計

件数 
3件
6件
3件
12件
338件

　　　　備　　考
土地5筆、建物5棟
普通自動車2台、軽自動車4台

目標額（H21）
220百万円
134百万円
354百万円

効　果　額
376百万円
235百万円
611百万円

が
ん
検
診
等

（500円）   （300円）

対象年齢種　別 受診の際に必要なもの
受診料

69歳以下 70歳以上

（年齢基準日：平成23年３月31日）
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問い合せ 福祉課（東脊振庁舎）　TEL 37-0343

問い合せ 税務課（三田川庁舎）　TEL 37-0334
問い合せ 若年健診・がん検診　　　　保健課健康づくり係　　 TEL 51-1618

特定健診・後期高齢者健診　保健課国民健康保険係　TEL 37-0345

問い合せ 福祉課障害者支援係(東脊振庁舎)　　TEL 37-0343

滞
納
処
分
（
差
押
）
で
使
用
さ
れ
る

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
（
写
真
は
役
場
公
用
車
）

０００００

０００００

吉野太郎

吉野太郎

吉野太郎

00000000

平成22

平成22

平成238 71

8 1

31

吉野ヶ里町○○番地

吉野ヶ里町
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国民健康保険の
高齢受給者証を郵送にて更新します

台風時の停電に備えて

限度額適用（標準負担額減額）認定証の
更新手続きについて

九州電力からのお知らせ

強風で飛ばされるおそれがあるものは、あらかじめし
っかり固定しましょう。

　70歳以上の国保の被保険者がお持ちの「高齢受給者証」（手のひらサイズ、白色）は平成22年７月31日までの
有効期限となっています。そこで、８月以降分の高齢受給者証を７月下旬頃、郵送にてお届けします。
●今回お届けする高齢受給者証の有効期限
　現役並み所得以外の70歳以上の被保険者の自己負担は現在、２割のうち１割を国が負担しているため１割とな
　っています。この措置は、来年度以降も継続されるかどうか不明であるため、今回お届けする高齢受給者証の
　有効期限は、今年度末の平成23年３月31日までとなる予定です。
※年度の途中で75歳になる被保険者の場合、有効期限は誕生日の前日までとなります。

　入院時の窓口負担が限度額までとなる「限度額適用認定証」[注1] の有効期限は平成22年７月31日までとなって
います。８月以降も入院する予定があり、引き続き認定証が必要な場合は、更新手続きを行ってください。
　新規の交付申請も随時受け付けています。
●申請窓口……三田川庁舎総合窓口、東脊振庁舎保健課
●持参するもの……印鑑、保険証、現在お持ちの認定証（更新の場合）
[注1] 世帯主（国保の被保険者でない世帯主を含む）と国保の被保険者である世帯員が住民税非課税の場合、食事
代も減額される「限度額適用・標準負担額減額認定証」が交付されます。
※70歳以上で高齢受給者証をお持ちの被保険者は、上記の住民税非課税世帯のみ認定証が必要です。課税世帯は
　必要ありません。
【注意】70歳未満で、国保税滞納世帯の被保険者には交付できません。ただし、住民税非課税世帯の場合、食事
代が減額される「標準負担額減額認定証」のみ交付されます。

●停電への備え

http://kyuden.jp
携帯電話版ホームページ

http://www.kyudenco.jp
パソコン版ホームページ

携帯メールサービス

切れた電線を見つけたら、絶対に触らずにお近くの九
州電力へご連絡ください。

●もし、切れた電線を見たら？

台風による停電時には、電話がつながりにくくなること
があります。
停電情報は右のホームページでもご確認いただけます。

ご登録いただいた携帯電話に停電情報を
メール配信いたします。
詳しくは上記ホームページをご覧くださ
い。

●台風による停電の際は

後期高齢者医療被保険者証更新の
お知らせ

金婚式を迎えるご夫婦へ

後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証を
お持ちの皆様へ

　今お持ちの被保険者証（うすみどり色）は平成22年７月31日まで
の有効期限となっています。新しい被保険者証（びわ色）は、７月中
に【簡易書留】でお渡しいたしますので８月以降ご使用ください。
　なお、今お持ちの被保険者証（うすみどり色）は、７月31日までご
使用いただき、その後は、裁断等をして廃棄してください。

　後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証の有効期限は平成22年７月31日までになっていま

す。新しい認定証は７月中に交付（送付）します。なお、認定証の更新手続きは必要ありません。

新しい被保険者証が届きましたら、住所・氏名・性別・生年
月日のご確認をお願いします。もし、記載内容に誤りがある場合は、吉野ケ里町役場後期高齢者
医療担当までご連絡ください。

お願い

ご利用ください
　いのちの大切さを学べる機会

を増やし、自殺予防につなげる

ため、いのちを題材にした絵本

や書籍等を下記施設に設置しま

した。

三田川児童館（57冊）　東脊振健康福祉センター「きらら館」（46冊）
中央公民館「図書室」（28冊）　東脊振改善センター「図書室」（27冊）

　金婚式を迎えるご夫婦に対し、敬老会において祝状及び記念品を贈りお祝いします。
これは結婚50年を迎えられたご夫婦の、ますますのご健勝をお祈りしようというものです。
つきましては、次の要件に該当されるご夫婦は、福祉課までお申し出ください。
●金婚祝該当基準
　吉野ヶ里町に住所を有しているご夫婦で
　①昭和35年１月１日から12月31日までに婚姻届を出されたご夫婦。
　②昭和34年12月31日以前に婚姻されていたご夫婦で、祝状及び記念品の贈呈を受けられていないご夫婦。

●申出事項　ご夫婦の氏名、年齢、住所、婚姻届出年月日、電話番号
●申出期限　７月26日（月）
●注意事項　本籍地が町外の方は、婚姻年月日の確認ができる書類（戸籍等）を添付
　　　　　　してください。
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問い合せ 保健課国民健康保険係（東脊振庁舎）　TEL 37-0345

問い合せ 保健課後期高齢者医療係（東脊振庁舎）　TEL 37-0345

問い合せ 福祉課福祉係（東脊振庁舎）　TEL 37-0343
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　5月27日に実施された「第2回耕作放棄地発生防止・解消活動表彰事業」において、吉野ヶ里町にんにく部
会が全国農業新聞賞を受賞しました。
　この活動は、年々増加している耕作放棄地を再生し、営農活動を再開させることを目的とした事業で、全国
的にも取り組み事例が少なく非常に優れた活動として認められました。

　6月6日（日）、地区対抗インデ
ィアカ大会が行なわれました。12
地区22チームが参加し、熱戦が繰
り広げられました。大会の結果は次
のとおりです。

【Ａパート優勝】大曲
【Ｂパート優勝】川原団地
【Ｃパート優勝】下三津西C
【Ｄパート優勝】力田A
【Ｅパート優勝】下三津西A

【個人の部】優　勝　松浦三善
　　　　　　準優勝　北園正広
　　　　　　第3位　小　博義
【団体の部】優　勝　カールソン（X）
　　　　　　準優勝　トキオマリン三田川支部
　　　　　　第3位　吉野ヶ里町役場B

　5月16日（日）、三田川中央公園多目的
グラウンドと三田川中学校グラウンドに
おいて、地区対抗ソフトボール大会が開
催されました。当日は24地区28チーム
が参加され白熱した試合が行われまし
た。試合の結果は次の通りです。

【Ａパート優勝】立野
【Ｂパート優勝】下石動
【Ｃパート優勝】新宮田
【Ｄパート優勝】箱川上分A

　5月27日（木）、「災害派遣訓練」が実施されました。この訓練
は、駐屯地が災害発生時における対処能力の維持・向上を図る目的
で毎年実施されており約1,000名が参加して行われました。
　また、大雨による災害を想定して、下水処理場横に併設された土
砂集積所で、河川の越水に備える土のう積みや、土手の漏水に対処
する月の輪工法などの訓練なども行なわれました。
　あってはならない災害ですが、もしもの時の頼もしい存在です。

　5月23日（日）、佐賀県総合体育館で
開かれた第22回佐賀県少年空手道大会
で、小学3年女子組手で東脊振小学校の
中村彩菜さんが、同5年女子組手で東脊
振小学校の福田遥さんがそれぞれ3位に
入賞しました。

　5月9日、日の隈カンツリークラブで第9回吉野ヶ里町民ゴル
フ大会が開催され、144名が
日頃の練習の成果を発揮しな
がら競いました。
　また、この大会で集まった
チャリティー募金は、吉野ヶ
里町ゴルフ協会を代表して小
池武宜会長から三田川幼稚園
（久保淳一園長）に贈られま
した。

　6月2日（水）、第9回吉野ヶ里町老人クラブ連合会東脊振支部グラ
ウンドゴルフ大会が丸山球場で開催されました。
　この日は、東脊振支部の約90人が参加して
競い合いました。優勝は最所チトセさん（上
石動）で、他にも22本のホールインワンが出
て大会が盛り上がりました。また、久しぶりに
会って、「元気しとったね」「まだまだ頑張ら
んとねぇ」と大会は和気あいあいとした雰囲
気に包まれていました。
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全国農業新聞賞を受賞
にんにく部会が表彰

チームプレーの楽しさを実感
地区対抗インディアカ大会

爽やかな汗を流して
地区対抗ソフトボール大会

元気ハツラツ
吉野ヶ里老人クラブ連合会東脊振支部グラウンドゴルフ大会

災害に備えて
目達原駐屯地の災害演習

中村さん、福田さん 入賞
佐賀県少年空手道大会

チャリティーゴルフ
第9回吉野ヶ里町民ゴルフ大会

■喜びの表情で賞状を手にする筒井佐千生会長と
　池田純さん

■大曲 ■川原団地

■下三津西A・C ■力田A

■下石動■立野

■新宮田 ■箱川上分A

■はつらつとしたプレーで
　ホールインワンも続出!!（上）

■始球式を見守る参加者（左）

■定植前の荒れた農地

■小池会長から(右)からチャリティ募
　金を受取る久保園長

■土のう積みをする隊員

■
3
位
入
賞
を
果
た
し
た
福
田
遥
さ
ん
（
左
）

　

と
中
村
彩
菜
さ
ん

■定植後、立派な農地になりました
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トラブル防止のため、
登録できる印鑑を制限しています

印鑑登録証、交換します！

髄膜炎・子宮頸がん7月1日
から

髄膜炎

2つの任意予防接種の
助成を始めます。　町では実印によるトラブルを防止するため、印鑑登録できる印鑑を制限していますのでご注意ください。

<印鑑登録できる印鑑>
●書体が篆書体（てんしょたい）（篆書体を基にした印相体を含む）のもの
　印影の大きさが、１辺の長さ８mm以上25mm以下のもの
●書体が篆書体（篆書体を基にした印相体を含む）以外のもの
　印影の大きさが、１辺の長さ12mm以上25mm以下のもの
●氏名で登録のもの
　印影の大きさが、１辺の長さ８mm以上25mm以下のもの
　＊篆書体とは、はんこの書体として多く使われているもので象形文字が基本となっていて、左右対称で均一な線幅が
　　特徴で実印に多く使われている書体です。

<印鑑登録できない印鑑>
●指輪等に印字したもの　●さかさ彫りのもの（押印時に文字が白くなるもの）　●模様のあるもの　●ゴム印その他
変形しやすいもの　●印影が不鮮明なもの又は文字の判読が困難なもの　●同一世帯内に他の者が登録を受けているも
の　●印鑑の外枠がないもの、外枠及び文字の線が欠けているもの　●前各号に掲げるもののほか、町長が不適当と認
めるもの

「髄膜炎」の原因はいろいろありますが、ヒブ（Hib）（インフルエンザ菌ｂ型）という細
菌が多くの割合を占めています。そのため、予防接種の名前も「ヒブワクチン」といいま
す。

ヒブワクチン接種
●助成対象者：吉野ヶ里町に住所を有する生後２か月～５歳未満の乳幼児
●費用（1回の接種につき）：7,000円前後
●助成額（1回の接種につき）：3,000円
＊助成を希望する人は、申請書を提出し、助成券を受ける必要があります。
　（詳しくは、健康づくり係にお問い合わせください）

子　宮
頸がん

　官公署の発行した免許証、許可書若しくは身分証明書、又は外国人登録証明書等で写真
付きのものを提示して頂き本人確認のうえ、旧町村の印鑑登録証と吉野ヶ里町の印鑑登
録証と無料にて交換いたします。
　交換には印鑑登録証の受領印が必要ですので、印鑑（認印可）を持参してください。

　　　開始年齢

生後２か月～７か月未満
生後７か月～１歳未満
生後１歳～５歳未満

１回目
○
○
○

２回目
４－８週間後
４－８週間後

×

３回目
４－８週間後

１年後
×

４回目
１年後
×
×

計
４回
３回
１回

１回目
１か月後 １回目から６か月後
２回目 ３回目

20歳以上の人には「子宮頸がん検診（集団健診）」も行っています。
予防のために、検診を受けましょう。

旧町村の印鑑登録証でも
従来どおり使用できます。

接種回数

　子宮頸がんは、発がん性ヒトパピローマウイルス（HPV）の
感染が原因です。発がん性HPVには15種類ほどのタイプがあ
り、その中でもHPV16型、18型は子宮頸がんから多くみつか
るタイプです。そのHPV16型、18型の感染を防ぐワクチンが
あります。

子宮頸がん予防ワクチン接種
●助成対象者：吉野ヶ里町内に住所を有する中学１・２・３年生の
　　　　　　　女子（中学２・３年生を対象にするのは平成22年度
　　　　　　　に限ります。また、年度内の助成となりますので１
　　　　　　　回目の接種を平成22年９月末までに受けてください）
●費　用（1回の接種につき）：15,000円～17,000円前後
●助成額（1回の接種につき）：接種費用の７割
＊助成を希望する人は、申請書を提出し、助成券を受ける必要があります。
　（詳しくは、健康づくり係にお問い合わせください。）
●接種のスケジュール

新たな高齢者医療制度に係る公聴会
　後期高齢者医療制度廃止後の新たな制度の検討を進めていますが、国民の皆様の御意見を幅広く反映できるよう、
公聴会を開催します。皆様のお越しをお待ちしています。

【開 催 日時】　８月２日（月）　13:00～15:30
【開 催 場所】　アクロス福岡イベントホール（福岡市中央区天神１丁目１番１号）
【公聴会内容】　○新たな高齢者医療制度案の概要説明　○参加者との意見交換
【参 加費】　無料
【申 込 方 法】　※申込者多数の場合は抽選となります。
　●電子メールまたはハガキによる申込……次の必要事項をしてお申し込みください。
　　☆電子メールアドレス：kochokai@mhlw.go.jp
　　①「高齢者医療制度公聴会」参加希望　②参加を希望する開催地　③氏名（フリガナ）　④郵便番号・住所　⑤電話番
　　号　⑥職業　⑦年齢
　●申し込み先
　●ファックス：０３－３５９５－３５０６
　●郵　　　送：〒100－8916　東京都千代田区霞が関１丁目２番２号　　　厚生労働省保険局高齢者医療課　あて
　　　　　　　　※開催日の１週間前までに入場券をお送りします。
【申 込 期 限】　平成22年７月19日（月）　※郵送の場合消印有効
【問い合せ】　厚生労働省保険局高齢者医療課
　　　　　　　　電話：０３－５２５３－１１１１（内線３１９８、３１９２）　　　　　　　　　　

厚生労働省
主　　　催
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問い合せ 住民課三田川庁舎総合窓口係（三田川庁舎）　TEL 37-0336
　同　東脊振庁舎総合窓口係（東脊振庁舎）　TEL 37-0351

問い合せ 東脊振健康福祉センター「きらら館」健康づくり係　TEL 51-1618

篆
書
体
（
例  

佐
川
）

：



災害時要援護者台帳整備とは？

台帳への登録方法は？

なぜ必要？

ここがポイント！

対象者は？

マルシェ

（松屋横）

高速道路

若　菜

佐賀県神埼郡吉野ヶ里町三津770-1

●日替わり弁当　　　　●チキン南蛮
●元祖マルシェ巻き　　●サバの煮付け
●おからコロッケ　　　●スコッチエッグ
　ほか各種取り揃えております。ご予約お待ちしております!! 0952-53-6092

国
道
３
８
５
号
線

JA

20YOSHINOGARI

高齢者や障害者を災害から守る紙袋で出せるようになる紙

リサイクルできない紙
これらの紙は、燃えるごみとなります

出し方

災害時要援護者台帳作成のご案内

台帳作成
までの流れ
台帳作成
までの流れ
台帳作成
までの流れ

　災害時に援護が必要な人（ひとり暮らしの高齢者や重度の障害者など、日常生活の中で手助けを必要とする人）

を事前に把握し、災害時などに地域の中で支援を受けられるようにします。そのため、いざという時の円滑な支援

に役立てるための災害時要援護者台帳を作成しています。

燃
え
る
ご
み
の
約
３
割
が
紙
ご
み
で
す
が
、

そ
の
中
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙
は
、
分
別
し
て
資
源
物
（
雑
誌
類
）
回
収
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い
ね
！

・登録台帳は役場各庁舎総合窓口にあります。

・必要事項を記入し各庁舎窓口へ提出してください。

・外出できない人は、福祉課までご連絡ください。

　「もし大地震がおきたら…」「台風や大雨で浸水したらどうしよう…」そんなときにも、みんなが安心して生活

できるようにするため作成します。

（１）任意の登録制度です。個人情報保護のもと情報提供に同意できる人です。

（２）作成した台帳は、町と住んでいる地域の区長、民生委員児童委員、消防団で共有します。

（３）ご近所の協力員により、避難等の支援をお願いするものです。

　(ただし、できる範囲での支援であり、責任を伴うものではありません。)

●メモ紙（名刺サイズ以上のもの）
●菓子箱（箱は、くずして出してください）
●封筒、手紙、はがき
　（窓付き封筒のプラスチックははずしてください）
●コピー用紙、文書
●トイレットペーパーの芯
●包装紙●パンフレット
●ティッシュペーパーの箱（ビニールははずしてください）など

上記の出し方は、『リサイクルセンター』では、常時引き取りします。リサイクルセンターに集
積された資源物は売却し、子ども達の研修や紙ひも、花苗の購入等に利用しています。是非、
『リサイクルセンター』をご利用ください。

●紙ひもでしばってください。
●取っ手がプラスチック製のものは取り外してください。
●紙袋自体がプラスチックコーティングされているものは使用できません。
●紙以外のものが入った袋は回収しません。
※これらは、従来どおり、雑誌などに挟み込んで出すこともできます。

●汚れのついた紙（使用済みティッシュペーパー、紙おむつなど）

●匂いがついた紙（線香や洗剤の紙箱）●レシート・ＦＡＸなど感熱

紙、カーボン紙、紙コップ、●油紙●防水加工紙●薬品加工紙●圧着

加工紙●シュレッダーくず●粘着テープが付いた紙●写真●金紙銀紙

など

　災害が起きたときに、自分ひとりで避難することが困難な人で、ご家族等の支援が得られなく避難するのに何ら

かの手助けが必要な人です。たとえば、高齢者のみの世帯・ひとり暮らしの高齢者・障害のある人など

災害時に最も重要なことは、人的被害を最小限にとどめることです。
地域で安心して暮らすために、地域の皆さんによる見守りと支援をお願いします。

災害時要援護者

地域住民 地区区長・民生委員・消防

台帳作成・整備
吉野ヶ里町

台帳登録の同意

普段の見守り
災害時の支援 安全確認・支援 平常時からの情報の共有

連携

7月1日
から

紙
ご
み
は

古
紙
回
収
日
に

紙
袋
で
も
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
！なるべく

（
有
料
広
告
）
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資源物回収は
吉野ヶ里町リサイクルセンターをご利用ください。

問い合せ 福祉課（東脊振庁舎）　　　　　　TEL 37-0343

問い合せ 環境課（三田川庁舎）　TEL 37-0343

総務課交通防災係（三田川庁舎）　TEL 37-0330

こだわり弁当

お弁当の

若菜



参加者一言コメント

65
歳
以
上
の
皆
様
へ
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　「訪韓少年の翼」（佐賀県子どもクラブ連合会主催）が３

月25日から29日にかけて行われ、町内からも12名が参加。

韓国の釜山市や慶州市、麗水市などを訪問しました。

　ここでは、参加した子どもたちの感想文を紹介します。　

「訪韓少年の翼」とは…次代を担う子ども達と韓国少年

との交流を図り、韓国の歴史や文化遺産等の参観活動を

通じて国際的な視野を広め、日韓親善に寄与するととも

に、団体生活を通して規律ある行動を行い、自立性や協

調性を養い、ジュニアリーダーの育成並びに青少年の健

全育成に資することを目的に行われています。

大坪孝博　　東脊振中３年　　安心して出来たホームスティ先での体験

槙　紫音　　致遠館中１年　　ホームスティ先でのわくわく体験

中村友哉　　東脊振中１年　　韓国の都会化に驚き

宮本奈々　　三田川中１年　　文化やことばの違い

江頭達哉　　三田川中１年　　高層ビルに驚き

納富那菜　　香楠中１年　　　文化や風習ことばの違う、日本に一番近い国

小濱睦生　　東脊振小６年　　文化の違いと右側通行

稲葉皓哉　　東脊振小６年　　ナザレ園でのできごと

川尻　倫　　東脊振小６年　　ホームスティ先での交流

生武勇希　　東脊振小６年　　生活習慣の違い

諸石未来　　東脊振小６年　　ホームスティ体験（ハングルと食事）

荒木脩斗　　東脊振小６年　　韓国での生活体験

『訪韓少年の翼』に参加して

　私は、今回の研修で、一番文化の違いを感じたのは、ホームステイでし

た。

　ホームステイ先で、まず最初に思ったのが、メガネをかけている人が

多いということです。韓国は受験大国というのを聞いたことがあるので、

韓国の人はまじめな人が多いのかなと思いました。

　次に、私は韓国語を全く話せないので、言語の違いも感じました。私は、

ジェスチャーや英語を使い、思いを通じ合うことができました。そこでも

驚いたのが、小学五年生の子が、英語がとても上手だったことです。日本

人の五年生の平均よりも沢山の言葉を話していたので、ここにも文化の

違いがあるんだろうと思いました。

　そして、何よりも、食事する物や、マナーの違いが、日本との違いを最

も感じた事でした。韓国の食事のメニューに必ずキムチが出ることです。

そして、はしが金属でできていました。金属でできたはしは、すべりやす

く、キムチなどは特に取りにくかったです。それと、ホームステイ先でし

かやらなかったので、確かなことは分かりませんが、リビングで床に座

ると時は、あぐらをかかないといけないのかなと思いました。

　他にも、食事の時はうつわを持たないということや、しゃべらないとい

うことも聞いていました。なので、それらの事を注意して食べました。

　私は、こんなに近い国でも、言葉や歴史、文化の違いを感じて、私の知

らない世界がまだまだ沢山あるという事が分かりました。

　韓国の事も、まだまだ解っていないので、中学や高校でも、韓国につい

て沢山勉強したいです。また韓国に行くきっかけができたら、是非行きた

いです。

　ナザレ園とは、老人ホームです。入居しているの

は、おばあちゃん達だけで家族がいないのは、さび

しいだろうなと思いました。おばあちゃんの肩を肩

たたきの歌を歌いながら肩をたたきました。とって

もこっている肩でした。次にアリランを一緒に歌っ

たら、おばあちゃん達は二番まで歌っていたので、

ぼくは二番まであるんだなと思いました。ナザレ園

のとなりの建物には、家族がいない子供が住んでい

る所だと聞いたので、かわいそうだなと思いました。

おばあちゃん達とお話しをした時、日本語で話しを

してもらったので分かり易かったけど、ぼくの日本

語が、あまり通じなかったみたいで何度も聞き直さ

れたりしたけど話しが出来て本当に良かったと思い

ました。ナザレ園に入る前に韓国で起きた戦争の歴

史を映像で見ました。戦争がある前は、おばあちゃ

ん達がたくさんいたけれど戦争が起こってからは、

なくなったりして少なくなったそうです。今生きて

いるおばあちゃん達は、前よりさびしそうだなと思

いました。でも、おばあちゃん達は、さみしいと言

わなかったから、すごいと思いました。ナザレ園を

出る時に、おばあちゃん達とあく手をしました。そ

の手は、気持ちが温かくなるような手でした。また

この訪韓少年の翼に参加が出来たら今回より以上に

韓国の事を勉強して韓国語でおばあちゃん達とお話

しをしたいと思います。

会食で文化の違いを実感 ナザレ園での交流印象に残ったこと

平
成
22
年
度
の
介
護
保
険
料
が
決
ま
り
ま
す

介護
保険

平
成
22
年
度
の
介
護
保
険
料
を
決

定
し
ま
す　
　

　

介
護
保
険
料
は
40
歳
以
上
の
皆
様
か
ら
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
年
齢
に
よ
り
納
付

の
方
法
が
異
な
り
ま
す
。
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
方
は
ご
加
入
の
医
療
保
険
と
合
わ
せ
て

納
め
て
い
た
だ
き
、
65
歳
以
上
の
方
は
特
別

徴
収
（
年
金
天
引
き
）
ま
た
は
普
通
徴
収

（
納
付
書
・
口
座

振
替
）
で
佐
賀
中

部
広
域
連
合
へ
納
付

い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

65
歳
以
上
の
方
の

平
成
22
年
度
の
介

護
保
険
料
は
、
す
で
に
仮
徴
収
し
て
お
り
ま

す
が
、
6
月
に
確
定
し
た
住
民
税
の
課
税
状

況
等
に
基
づ
き
、
平
成
22
年
度
の
年
額

保
険
料
を
決
定
い

た
し
ま
す
。

　

決
定
し
た
保

険
料
の
通
知
書

は
7
月
中
旬
頃

に
送
付
い
た
し
ま

す
。

７
月
下
旬
よ
り
介
護
保
険
料
の
減
免

申
請
の
受
付
を
始
め
ま
す

　

保
険
料
段
階
が
第
3
段
階
の
方
に
は
、
７

月
中
旬
頃
に
送
付
す
る
平
成
22
年
度
保
険
料

の
納
入
通
知
書
に
減
免
に
関
す
る
お
知
ら
せ

を
同
封
い
た
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方
（
次
の
す
べ
て
に
該
当
さ

れ
る
方
）

・
平
成
22
年
度
の
介
護
保
険
料
段
階
が
第
3

段
階
の
方

・
平
成
21
年
中
の
す
べ
て
の
収
入
が
88
万
円

以
下
の
方
（
世
帯
員
が
ひ
と
り
増
え
る
ご
と

に
41
万
円
加
算
）

・
住
民
税
課
税
者
と
生
計
を
と
も
に
し
て
お

ら
ず
、
住
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
な

い
方
（
健
康
保
険
の
扶
養
も
含
む
）

・
世
帯
全
員
の
預
貯
金
の
合
計
が
１
８
０
万

円
以
下
の
方
。

※
預
貯
金
額
に
は
、
国
債
・
生
命
保
険
の
返

戻
金
等
も
含
み
ま
す
。

・
居
住
用
以
外
の
活
用
で
き
る
不
動
産
が
な

い
方
。

●
申
請
の
方
法

　

必
要
書
類　

７
月
中
旬
頃
に
送
付
し
た
通

知
書
、
平
成
21
年
中
の
収
入
が
わ
か
る
書
類

（
年
金
の
源
泉
徴
収
票
な
ど
）
、
健
康
保
険

証
、
預
金
通
帳
、
生
命
保
険
証
書
等
、
印
鑑

を
持
っ
て
市
町
介
護
保
険
窓
口
ま
た
は
佐
賀

中
部
広
域
連
合
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
減
免
額

　

申
請
提
出
後
、
審
査
を
行
い
、
減
免
が
承

認
さ
れ
た
場
合
は
、
申
請
月
以
降
の
保
険
料

を
三
分
の
一
減
額
い
た
し
ま
す
。
た
だ
し
８
月

末
ま
で
に
申
請
さ
れ
た
場
合
に
限
り
４
月
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
減
額
い
た
し
ま
す
。

　

減
免
の
承
認
・
不
承
認
の
結
果
に
つ
い
て

は
決
定
後
、
通
知
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

佐
賀
中
部
広
域
連
合　

業
務
課

佐
賀
市
松
原
４
丁
目
２
番
２
８
号

   

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
５
２
（
４
０
）
１
１
３
５

　老齢・退職・障害・遺族年金を年額18万円以上受給されている方
は、原則年金より天引きされます。
　既に、４月、６月、８月の徴収額（仮徴収額）については、仮算
定していますので、今回決定した金額から仮徴収額を差し引いた残
りの金額を、10月、１2月、２月の３回に分けて年金より天引きさ
せていただきます。
　なお、年度途中で65歳になられた方、佐賀中部広域外から転入さ
れた方などはおおむね６か月後から天引き開始となります。

　老齢・退職・障害・遺族年金が年額18万円未満の方、年金をもらわ
れていない方、恩給などの受給者の方などは、納付書または口座振替
で納付していただきます。
　すでに、４月から７月分（仮徴収額）は仮算定していますので、今
回決定した金額から仮徴収額を差し引いた残りの金額を、８月から３
月の８回に分けて納付していただきます。
　納付には納付書のほか便利な口座振替もございますので、ぜひご
利用ください。なお、すでに口座振替ご利用の方は引き続き行います。

特別徴収（年金天引き）

納め方は特別徴収と普通徴収の
２通りに分かれます

普通徴収（納付書・口座振替）
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三田川中１年　宮本奈々東脊振小６年　稲葉　皓哉
ナザレ園で感じたこと 訪韓少年の翼で感じたこと



※すべて中央公民館で取り寄せ可能です。

NEW
BOOKS 図書室だより
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毒だし「黒豆ダイエット」
もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの『マネージメント」を読んだら
マネジメント“基本と原則”
フリー（無料）からお金を生み出す新戦略
エコ・ラッピング
日本人のしらない日本語
日本人のしらない日本語２
コワイほどやせる！骨盤スクワット
体脂肪計タニタの社員食堂
脳からストレスを消す技術
天地明察
トラウマ
言葉で治療する
体温を上げると健康になる
空気は読まない
超訳ニーチェの言葉
国境の本　１国境のひみつをさぐろう
１Ｑ８４　ＢＯＯＫ３

チョン・ジュヨン
岩崎夏海
Ｐ・Ｆ・ドラッカー
クリス・ｱﾝﾀﾞｰｿﾝ
正林恵里子
海野凪子
海野凪子
小倉　誠
タニタ
有田秀穂
冲方　丁
江原啓之
鎌田　實
齋藤真嗣
鎌田　實
フリードリヒ・ヴェルヘルム・ニーチェ
池上　彰
村上春樹

ソフトバンククリエイテイブ
ダイヤモンド社
エッセンシャル出版
日本放送出版協会
大和書房
メディアファクトリー
メディアファクトリー
マキノ出版
大和書房
サンマーク出版
角川書店
講談社
朝日新聞出版
サンマーク出版
集英社
ディスカヴァー・２１
岩崎書店
新潮社

東脊振公民館に新しい本が入りました
本のタイトル 著　者 出　版　社

「天地明察」
冲方　丁　著
　江戸時代、前代未聞のベン
チャー事業に生涯を賭けた男
がいた。ミッションは「日本独
自の暦」を作ること。碁打ちに
して数学者・渋川春海の二十年
にわたる奮闘・挫折・喜び、そ
して恋！早くも読書界沸騰！俊
英にして鬼才がおくる新潮流
歴史ロマン。  

　県内の図書館で本を借りて、スタンプを
５個集めると、抽選で図書カードが当たり
ます。町内の中央公民館図書室・東脊振公
民館図書室にスタンプ台紙を用意しており
ますので、どしどしご参加ください。

●期　間　　平成22年5月1日～平成23年2月28日

●抽　選　　年4回（6月・9月・12月・3月）

●記念品　　抽選１回につき、

　　　　　　3,000円の図書カードを10名様

　　　　　　1,000円の図書カードを50名様

　　　　　　500円の図書カードを160名様

●問い合せ　中央公民館　　TEL 37-0341　

　　　　　　東脊振公民館　TEL 52-3499

「体脂肪計タニタの社員食堂」
タニタ　著
カロリーダウンの調理のコツ。
オーブントースターで油分カ
ット。かみ応えでまんぷく感。
薬味で味わいアップ。しっか
りだしで塩分ダウン。肉も魚
も野菜もたっぷりおいしさ・
ボリュームそのまま。人気社
員食堂の定食レシピ３１日分。

ハッピーバースデイ
̶ 吉野ヶ里町の宝 ̶
ハッピーバースデイ
̶ 吉野ヶ里町の宝 ̶

Happy
Birthday

 

Happy
Birthday

 

Happy
Birthday

【家族からのメッセージ】２才のお
誕生日おめでとう♡兄ちゃん大好
き！これからも兄妹仲良くね♪

庄野　円華ちゃん
平成20年７月23日生まれ　【下豆田】

しょうの まどか

【家族からのメッセージ】明るく、
優しい女の子になってね。

金丸　優愛ちゃん
平成21年７月８日生まれ　【下豆田】

かなまる ゆ　め

【家族からのメッセージ】ヒロちゃ
ん２歳おめでとう。たくさん食べて
元気に大きくなってね。

田中　大翔くん
平成20年７月16日生まれ　【下豆田】

たなか ひろと

【家族からのメッセージ】陽翔、３
才のお誕生日おめでとう。陽翔の笑
顔は癒されます。

荒木　陽翔くん
平成19年７月29日生まれ　【上豆田】

あらき はると

【家族からのメッセージ】ゆずみち
ゃんお誕生日おめでとう！これから
も元気で大きく成長してね。

吉岡　柚美ちゃん
平成21年７月３日生まれ　【苔野】

よしおか ゆずみ

【家族からのメッセージ】５歳の誕
生日、おめでとう！元気に大きく育
ってね!!

筒井　和輝くん
平成17年７月25日生まれ　【寺ヶ里】

つつい かずき
【８月号募集】
●対象者…７月に誕生日を迎える満１歳から６歳までのお子さん
●申込方法…お子さんの写真を役場総務課(三田川庁舎２階)に持参してくだ
さい。なお申込み時に保護者からのコメントなどを用紙に記入していただき
ます。※写真は掲載後お返しします
●申込締切日…７月８日(木) 
●問い合せ…総務課秘書･広報係TEL 37-0330
※「ハッピーバースデイ」は先着８名様で締め切ります。

【８月号募集】
●対象者…８月に誕生日を迎える満１歳から６歳までのお子さん
●申込方法…お子さんの写真を役場総務課(三田川庁舎２階)に持参してくだ
さい。なお申込み時に保護者からのコメントなどを用紙に記入していただき
ます。※写真は掲載後お返しします
●申込締切日…７月８日(木) 
●問い合せ…総務課秘書･広報係TEL 37-0330
※「ハッピーバースデイ」は先着８名様で締め切ります。

●就学前幼児は保護者同伴で、小学生は17時までの利用です。●７月23日は牛乳パックで紙すきをして、はがきを作ります。夏休み

の自由課題に利用してください。●７月27日の吉野ケ里歴史講座は、社会教育課の鷲見係長が「ぼくたちわたしたちの町の文化財」

のお話をします。●７月30日は、老人クラブの人と、本格的に竹で水鉄砲を一緒に作って遊びます。お父さんのご参加も大歓迎です!

三田川

だより 開館時間
月～土曜　９:30～18:00

７月の
催　し児児児児童館

日にち 時　間 行　　　事 対　　　象 材料代 申込締切

３日
(土)

21日
(水) 小学生以上

14:00～
16:00

14:00～

10:30～
12:00

おやつ作り教室
（民生委員・児童委員
　　　　　協議会による）

どなたでも 無料映画まつり

100円

10名程度

15名程度

定員になり次第

定員になり次第

12名程度

23日
(金) 小学生以上

７月14日（水）
正午　抽選

14:00～
16:00

牛乳パックで紙すきしよう！

27日
(火) 小学生以上吉野ヶ里歴史講座

12日
(月)

町内在住の未就学児
とその保護者ドレミ広場 無料

無料

14:00～30日
(金) 小学生以上おじいちゃん達と

水鉄砲を作ろう
無料

無料

10:30～
11:30

定員

「使おうビッグライブラリー」
スタンプキャンペーン
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! おすすめの本

中島　誠司　様 北翔（ほくと）くん 大曲 第４子
山本　芳嗣　様 莉聖（らいと）くん 大曲 第３子
光石　有作　様 虎太郎（こたろう）くん 大曲 
第３子 多良　章　　様 結愛（ゆうあ）
ちゃん 大曲 第３子 山本　
哲也　様 愛里菜（えりな）ちゃん 吉田 
第３子 田中　賢　　様　凛（りん）ちゃん 
吉田 第２子 　安　俊亮　様 
蓮二（れんじ）くん 吉田 第２子 
山口　健一　様 実希（みき）ちゃん 石動 第２子 
青木　和実　様 空翔（そらと）くん 立野 第２子 
池田　安信　様 愛瑠（あいる）くん 大曲 第２子 
前田　顕徹　様 夢彩（ゆあ）ちゃん 大曲 第２子 
笹川　元　　様 漣（れん）くん 豆田 第２子 
田中　伸吾　様 麻菜美（まなみ）ちゃん 吉田 
第２子 真木　秀一郎様 智彰（ともあ

き）くん 石動 第２子 北島　
孝一郎様 ゆあちゃん 吉田 第２子 
堤　　友宏　様 景柊（けいしゅう）くん 立野 
第２子 荒巻　一美　様 咲和（さわ）ちゃ
ん 吉田 第２子 本村　
洋一　様 祐仁（ゆうじ）くん 三津 第２子 
伊東　克明　様 大悟（だいご）くん 箱川 第２子 
坂井　佑輔　様 崇眞（しゅうま）くん 大曲 第1 子 
吉田　雅俊　様 愛徠（あいら）ちゃん 大曲 第1 子 
梅木　孝晃　様 凌斗（りょうと）くん 吉田 第1 子 
清田　祥一朗様 幸之介（こうのすけ）くん 豆田 
第1 子 岩岡　秀明　様 奏輔（そうすけ）
くん 大曲 第1 子 平　　
知晃　様 結愛（ゆあ）ちゃん 豆田 第1 子 
山口　秀征　様 結萌（ゆめ）ちゃん 豆田 第1 子 
林　　宏一　様 大翔（ひろと）くん 吉田 第1 子 
宮　　大晃　様 翔愛（とあ）ちゃん 吉田 第1 子 
野中　博樹　様 万椰（まや）ちゃん 三津 第1 子 

３月23日、６回目の支給式がきらら館で行われ、出生祝金を支
給された人は次のとおりです。（１月・２月申請者）

生まれてきてくれて

ありがとうありがとうありがとうありがとう

問い合せ 福祉課児童支援係　TEL 37-0343

問い合せ 三田川児童館  TEL 53-1117
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年金

暴力に　負けるなひるむな　街ぐるみ 一呼吸　本当なのか　確かめて

広報紙への有料広告を募集中です！
｢広報吉野ヶ里｣では、有料広告を募集しています。
●掲載料金（１回あたり）
【町内企業】
●縦５横17　5,000円
●縦５横 ８　3,000円
【町外企業】
●縦５横17? 10,000円
●縦５横 ８　5,000円
＊２色刷り(色の指定はできません)

●問い合せ・申し込み
　総務課秘書・広報係

　（三田川庁舎）

　TEL 37-0330まで

　障害基礎年金は、国民年金に加入
中に初診日のある病気やケガで、政
令に定める1級または2級の障害の状
態になった場合、支給要件を満たし
ていれば受けられる年金です。　　
また、60歳以上65歳未満で国内に住
んでいる間に初診日があれば、加入
をやめた後の病気やケガによるもの
でも受けられます。
※受けられる年金は、１級と２級があ
り病名によって決定されるものでは
なく、障害の程度によって決定され
ます。
※初診日とは、障害の原因となった病
気やけがで初めてお医者さんにかか
った日のこと
●受給するための要件
・初診日のある月の前々月までの被
保険者期間のうち、保険料納付済期
間と免除された期間を合わせて3分の
２以上あること。もしくは初診日のあ
る月の前々月までの直近の1年間に保
険料の未納がないか、または免除さ
れた期間であること。
（いずれの場合も、初診日の前日にこ
れらの要件を満たしている必要があ
り、初診日の後に保険料を納めても、
資格要件を満たすことはできません
のでご注意ください）
●20歳前に障害者になった人
・国民年金に加入する20歳前に初診
日がある病気やケガで障害になった
ときは、20歳を過ぎてから請求をす
ることで障害基礎年金が受給できま
す。ただし、本人に一定以上の所得が
ある場合は、所得額に応じて全額ま
たは半額が支給停止になります。
●障害基礎年金額（年額）
１級障害　990,100円
２級障害　792,100円
　「障害基礎年金」を受ける方に、生

計を維持されている子（障害者は20
歳未満）がいる場合は次の額が加算
されます。（※子とは、18歳になって
最初の３月31日までの子）
1人目・2人目
　　　　・・1人につき227,900円
3人目以降
　　　　・・1人につき  75,900円
●裁定請求の手続き
障害基礎年金を受けるためには、裁
定請求の手続きを行う必要がありま
す。申請には、医師の「診断書」等が
必要となり、「障害年金」が支給され
るか否かの審査は年金事務所で行わ
れます。
●問い合せ　住民課年金係（三田川
庁舎）　TEL 37-0333
佐賀年金事務所お客様相談室
TEL 31-4191

　もの忘れについて不安なことはあ
りませんか？
「年だから仕方ない」「しばらく様子
をみよう」とつい放っておいてしまい、
そのうちに症状が悪化してしまうこ
ともあります。ぜひこの機会にお気
軽にご相談ください。
●実施日　７月28日（水）
●時間　15:00～17:00
※1人30分程度
●相談を受ける先生　肥前精神医療
センター　杠岳文先生、森崇洋先生
●対象　もの忘れや認知症について
不安がある人およびその家族など
＊予約制ですので事前に申し込みく
ださい。
●場所　東脊振健康福祉センター
「きらら館」相談室
●申込･問い合せ　おたっしゃ本舗吉
野ヶ里（福祉課地域包括支援センタ
ー）  TEL 37-0344

　佐賀いのちの電話は、自殺予防を主
な目的とした悩みごと電話相談で、独
りで悩み苦しんでいる方や自殺を考え
ている方々の相談を受けています。

匿名で話せますし、守秘義務は守ら
れていますので安心して話せます。
　また、嫌になった時は、いつでも一
方的に電話を切ることができます。
あなたの苦しみを話してみません
か？
【自殺予防相談電話】
34-4343（24時間）
【佐賀県自殺予防夜間相談電話】
0120-400-377
（毎日1:00～7:00）
【全国自殺予防いのちの電話】
0120-738-556
（毎月10日8:00～11日8:00）

　６月18日から改正貸金業法が完全
施行されました。
　佐賀県弁護士会では、新規借入れ
を含めて借金問題でお困りの方のた
めに臨時の無料電話相談窓口を設け
ております。是非ご利用ください。
『解決を先延ばししないで、勇気をも
って相談の電話を』
●相談期間　７月31日までの毎週土
曜日
●相談電話番号　TEL 24-3411
●受付時間　10:30～12:30
●問い合せ　佐賀県弁護士会　
TEL 24-3411

●日時　７月14日（水）
12:20～14:30（受付12:00～）
●場所　東佐賀病院地域医療研修セ
ンター
●内容　糖尿病の食事ケア・自己血
糖測定・ストレッチ体操
●参加料　弁当代600円
●締め切り　７月９日（金）13:00
●申込・問い合せ　東佐賀病院地域
医療連携室　TEL 0942-94-3748

●日時　７月14日（水）
15:00～15:30
●場所　国立病院機構東佐賀病院

地域医療研修センター
●内容
●予防のためのスキンケアグッズ
●褥瘡の適切なケア
●問い合せ　東佐賀病院地域医療連
携室　TEL 0942-94-3748

●日時　７月24日・31日・８月７日・
21日・28日のすべて土曜日
９:30～12:00
※全日程参加できない人も相談くだ
さい。
●費用　テキスト代1,000円程度
●内容　点字の基礎（書き方・読み
方・パソコン点訳）
●場所　佐賀県立盲学校
●締め切り　７月９日（金）
先着10名
●申込･問い合せ　佐賀県立盲学校
TEL 23-4672

●試験区分　　保健師
●採用予定人員　1名
●受験資格　短大卒程度　昭和50年
４月２日以降に生まれた方で、保健師
免許取得者又は平成23年3月までに
取得見込みの方
●受付期間　７月30日（金）～８月
17日（火）（土･日は除く）
●第1次試験　９月19日（日）
●受験手続　「採用試験申込票」に
て申し込んでください。郵送を希望
される方は封筒の表に「採用試験申
込票請求」と朱書きし、必ず140円切
手を貼ったあて先明記の返信用封筒
（A4サイズが入る大きさ定形外角形
2号）を同封してください。
●申込･問い合せ　
〒840-0831　
佐賀市松原四丁目２番28号　
佐賀中部広域連合総務課庶務係　
TEL 40-1131

●募集種目　①航空学生②一般曹候

補生③自衛官候補生(男子)④自衛官
候補生(女子)
●受験資格　①高卒(見込)21歳未満
の人  ②③④18歳以上27歳未満の人
●受付期間　①②④８月１日～９月
10日　③年間を通じて行っています。
●1次試験日　①９月23日
②９月18日　③受付後に指定
④９月26日、27日
●試験会場　①佐賀商工会館
②③④陸上自衛隊目達原駐屯地
●問い合せ　自衛隊佐賀地方協力本
部鳥栖地域事務所　
TEL 0942-83-4077

　自衛隊に対する支援･協力などによ
り、地域社会の平和と発展に寄与す
ることなどを目的に、吉野ヶ里町防衛
協会の平成22年度会員を募集してい
ます。
●会費　1人500円
●加入申込期限　７月30日（金）
＊申込の際、会費を納めてください。
＊団体加入の場合、会費に名簿を添
付してください。
※今年度は視察研修（芦屋航空祭）を
予定しております。
●申込･問い合せ　町防衛協会事務局
（三田川庁舎総務課内）
TEL 37-0330

　７月は「社会を明るくする運動」の
強調月間です。
　犯罪や非行は、地域社会で起こる
ものであり、犯罪や非行をした人も、
いずれ地域社会に戻ってきます。
　彼らを差別や偏見にとらわれるこ
となく、一人の地域住民として受け
入れ、立ち直りを支援することが、一
見遠回りのようでいて、安全･安心な
地域社会の実現につながります。そ
の意味で、「社会を明るくする運動」
は安全･安心の国づくり、地域づくり
のための重要な活動です。
●問い合せ　佐賀保護観察所　企画
調整課　TEL 24-4291

　中退共制度は中小企業で働く従業
員のための外部積立型の国の退職金
制度です
●掛金の一部を国が助成します
●掛金は全額非課税です
●管理が簡単です
●掛金月額の選択ができます
●短時間労働者の特典があります
●適格退職金制度からの移行先です
詳しくはホームページをご覧くださ
い　Http://chutaikyo.taisyokukin
.go.jp/
●問い合せ　中小企業退職金共済事
業本部　TEL 03-3436-0151

　当町の住民基本台帳の閲覧を次の
とおり許可しましたのでお知らせい
たします。    
●請求機関    
佐賀市与賀町２－18   
自衛隊佐賀地方協力本部   
●請求事由    
自衛官募集広報のため   
●閲覧日    
平成22年５月18日   
●閲覧に係る住民の範囲    
●平成４年４月２日から平成５年４
月１日までの間に生まれた男女   
●平成７年４月２日から平成８年４
月１日までの間に生まれた男子

●老人クラブへ
●福成芳明様(下三津東)故ミサ子様
●御厨一男様(萩原)　　故幸二様
   

　

（
有
料
広
告
）

相談

福祉

無料もの忘れ相談室

催し

褥瘡の予防とケア

糖尿病公開講座

募集

点字を学んでみませんか

自衛官募集

町防衛協会会員の募集

佐賀いのちの電話

相談

無料もの忘れ相談室

募集

広報紙への有料広告を募集

税金

その他

社会を明るくする運動 寄附御礼

中小企業退職金共済制度

寄附御礼

病気やケガの障害には
障害基礎年金

「借りられなくなった人
110番」（電話相談）

佐賀中部広域連合
職員採用試験

住民基本台帳閲覧者の
お知らせ

…誰もが安心して暮らせる
　　　　　まちづくりを目指して…

尺八同好会員募集中！

福 岡 倖 山

初心者歓迎

都山流大師範

問い合せ　TEL 52-4526
吉野ヶ里町吉田1392番地1

（茂幸）
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吉野ヶ里町役場　電話帳
総務課 37-0330

財政課 37-0331

企画課 37-0332

　　（ダム対策係） 37-0342

住民課 37-0333

(三田川庁舎総合窓口) 37-0336

税務課 37-0334

環境課 37-0335

会計課(三田川) 37-0337

議会事務局 37-0338

住民課（東脊振庁舎総合窓口）

 37-0351

会計課(東脊振) 37-0352

福祉課 37-0343

（おたっしゃ本舗吉野ヶ里） 37-0344

保健課 37-0345

農林課 37-0347

建設課 37-0348

都市計画課 37-0349

商工観光課 37-0350

農業委員会 37-0353

学校教育課 37-0339

社会教育課 37-0340

中央公民館 37-0341

●吉野ヶ里町：　東脊振庁舎/毎週木曜日
●神埼市（37-0107）：毎週火曜日　●上峰町（52-2181）：毎月第２金曜日
●みやき町（0942-96-5534）：毎週月曜日・水曜日
※時間はいずれの会場も９:30～15:30
「消費生活相談場所の変更」　これまでの三田川庁舎、東脊振庁舎の交互に開催を
していましたが、４月からは東脊振庁舎のみで開催しています。

司法書士による相談会を行います。
（多重債務、相続・遺言、登記関係等）
第２、第４木曜日、東脊振庁舎第１会議室
※相談時間は1人30分を原則とします。　13:00～15:00
●面談での相談です。専門相談員と司法書士が相談に応じます。
●相談は無料です。相談者の個人の秘密は完全に守られます。
●相談は事前予約制です。下記に電話でお申し込みください。
●申込･問い合せ　商工観光課(東脊振庁舎) 　TEL 37-0350
●受付　９:00～17:00(平日)
※予約は先着順です。定員になり次第締め切ります。

消費生活相談日と場所（市・町外の人も相談できます）

くらしの危険…身近な製品による事故を防ぎましょう

事故①　台所で湯沸かし器を使用後、けいれんや気分の悪化を訴え病院に運ばれた。
原因　　換気扇を回さずに使用したため酸素が不足して不完全燃焼となり一酸化炭素
　　　　中毒となった。
対策　　ガス湯沸かし器を使うときは換気扇を回したり窓を開けたりして必ず換気を
　　　　行ってください。

事故②　扇風機を使用中、扇風機本体から火と煙が出た。
原因　　製造後３０年程度経った扇風機で部品の劣化でショートを起こし内部のほこ
　　　　りなどに着火。
対策　　電気製品は使用とともに劣化します。異常音がする、焦げ臭いにおいがする、
　　　　スイッチを入れても動かない、スイッチを切っても止まらないなどがあれば
　　　　販売店やメーカーで修理を受けましょう。

事故③　バーベキューで火のついた炭に着火剤を継ぎ足したところ急に炎が大きくな
　　　　りやけど。
原因　　着火剤が急にガスになり大きな炎になった。
対策　　火のついた状態で着火剤を使わない。

事故④　カセットコンロを２台並べバーベキューをしていたらガスボンベが爆発し大
　　　　けが。
原因　　鉄板の熱によりガスボンベが加熱し爆発。
対策　　カセットコンロは１台ずつ使いガスボンベの上には鉄板がかからないように
　　　　する。

東脊振公民館 52-3499

東脊振健康福祉センター

　　　　　「きらら館」 51-1618

三田川健康福祉センター

　　　　　「ふれあい館」 51-1965

東脊振幼稚園 52-2936

吉野ヶ里保育園 52-3024

三田川児童館 53-1117

温水プール（体育協会） 52-1944

三　

田　

川　

庁　

舎

東　

脊　

振　

庁　

舎

中
央
公
民
館

広報紙への有料広告を募集中です！
｢広報吉野ヶ里｣では、有料広告を募集しています。
●掲載料金（１回あたり）
【町内企業】
●縦５横17cm  5,000円
●縦５横 ８cm  3,000円
【町外企業】
●縦５横17cm10,000円
●縦５横 ８cm  5,000円
＊２色刷り(色の指定はできません)

●問い合せ・申し込み
　総務課秘書・広報係

　（三田川庁舎）

　TEL 37-0330まで

（
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問い合せ
商工観光課（東脊振庁舎）℡ 37-0350
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行　　　　事　　　　名日（曜）

7月のカレンダー

よしのがリサイクル（5月搬出分）

『よしのがリサイクル』は町で回収した資源ごみについてのリサイクル情報です。売却代金は、環境教育（子ども
達や各種団体）や紙ひも・花苗購入などに使用しています。
☆吉野ヶ里町リサイクルセンター（東脊振I.C前）
　●開館日　月～金曜８:30～17:00、毎週土曜９:00～12:00　第１日曜日（７月４日）８:30～17:00
☆南部地区臨時回収場所（町民温水プール北側）
　●回収日　月～金曜８:30～17:00（土・日祝休み）
※天候により中止する場合があります。

　佐賀県内の予防接種広域実施医療機関で接種することができ
ます。

◆個別予防接種のお知らせ
　日本脳炎の予防接種について、平成22年４月１日から１期
初回の標準的な接種期間対象者（３歳に達した時から４歳に
達するまでの期間）に対し、「積極的な勧奨」を再開するこ
とになりましたので、対象者の人には個人通知します。なお、
４歳以上７歳半までの人で接種を希望する人は、きらら館
（保健師）までお問い合わせください。

予防接種（ワクチン）の種類 対 象 者

三種混合
（ジフテリア・百日咳・破傷風） 生後３～90か月児

生後12～24か月児

３歳～７歳半児

年長児
（平成16年４月２日～
　平成17年４月１日生まれ）

個別予防接種のお知らせ

〈乳幼児個別予防接種〉

保健行事保健行事

単位：kg

新　聞 その他
紙 シュレッター ダンボール 紙パック アルミ缶 ペットボトル 売却金額

11,250 9,030

ペットボトル
キャップ

0130 3,900 190 190

古着

1,600

スチール缶

240 1,100 333,435円

＊【詳】…詳しくはお知らせページなどを見てください。

【外】外科　【整外】整形外科　【内】内科　【胃】胃腸科
【小】小児科【脳】脳神経外科　【呼】呼吸器科　【循】循環器科

【外】外科　【整外】整形外科　【内】内科　【胃】胃腸科　【小】小児科
【脳】脳神経外科　【呼】呼吸器科　【循】循環器科

麻しん・風しん混合（2期）

日本脳炎

麻しん・風しん混合（1期）

神埼地区消防本部 TEL 53-1384

夜間や休日に
診療してもらえる医療機関を調べたいとき

救急医療情報案内

国保集団健診

●

●

●

●

●接種するときの注意点
接種を希望する医療機関が予防接種の広域実施医療機関であ
るかを事前に確認してください。
予約が必要なときは、医療機関に直接予約してください。
※西谷クリニックは今年度から予約が必要となっています。
お子様の体調をチェックし、予診票に必要事項を記入してく
ださい。
医療機関には予診票と母子手帳を忘れずに持参してください。

●まちの面積　43.94km2
●まちの人口（6月1日現在）
　男性 7,837（  +2）
　女性 8,344（  +4）
　合計 16,181（  +6）
●世帯数 5,753（  －1）
※出生数9　死亡数 11（5/1～5/31届出）

消費生活相談【詳】　トム・ソーヤの森キャンプ場オープン（９月30日まで）

図書室開放９:00～13:00中央公民館･東脊振公民館　

吉野ヶ里夢ロマン軽トラ市

健康相談【詳】　行政･人権相談（ふれあい館）13:30～16:00　温水プール休館日

BCG予防接種【詳】　４か月児健診【詳】　７か月児健診【詳】

消費生活相談【詳】

集団健診（～13日）※11日を除く【詳】

図書室開放９:00～13:00中央公民館･東脊振公民館　

　

温水プール休館日　

12か月児相談【詳】　おしゃべり広場きらきら10:30～14:30中央公民館

消費生活相談【詳】

ワン・ツー体操【詳】

図書室開放９:00～13:00中央公民館･東脊振公民館　

２か月児相談【詳】　ブックスタート事業　温水プール休館日

道の駅吉野ヶ里休館日

消費生活相談【詳】

１歳６か月児健診【詳】　

図書室開放９:00～13:00中央公民館･東脊振公民館　

地区対抗婦人ソフトバレーボール大会８:00～三田川小学校体育館

温水プール休館日　健康相談【詳】

２歳６か月児相談【詳】

おしゃべり広場きらきら10:30～14:30中央公民館

消費生活相談【詳】

図書室開放９:00～13:00中央公民館･東脊振公民館　
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金
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火
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H21.12月生

H21.９月生

４か月児健診

７か月児健診
６（火)

毎週月曜日
（5・12・19・26）

13:00～13:15

13:15～13:30
きらら館

一般町民きらら館健康相談 ９:00～11:00

母子手帳

母子手帳

水筒（お茶）

＊母子手帳交付については、東脊振健康福祉センター「きらら館」にて随時交付します。

ならもと内科医院
神埼市神埼町本堀

【内】

おおつぼ内科医院
神埼市神埼町本堀
?52-1525 【内】

栗並医院
神埼市神埼町枝ヶ里
?52-2977 【内】

BCG予防接種 ６（火) 13:00～13:15 きらら館 母子手帳・予診票

12か月児相談 H21.４月生

23(金)３歳６か月児健診 13:00～13:30 きらら館 母子手帳・健康相談票H18.９月・10月生

25(日)パパママ学級 ９:45～10:00
（要予約）

きらら館 母子手帳・健康相談票H22.７・８月出産予定の
妊婦と夫

27(火)２か月児相談 13:00～13:15 きらら館 H22.２月生

21(水) 13:00～13:15 きらら館

ワン・ツー体操

H21.12月生及び生後
６か月未満の未接種児

12(月) ９:50～10:00 きらら館

母子手帳・エプロン

２歳以上の幼児と保護者

国保健診結果説明会

集団健診
・若年健診
・特定健診
・後期高齢者健診
・がん検診

※集団健診のページをご覧ください。
　（13ページ）

５月12日～18日における
国保集団健診受診者

５月20日～24日における
国保集団健診受診者

５（月）・26（月）

９(金)～13(火)
11(日)を除く

一般町民きらら館健康相談 ９:00～11:00

８:30～11:00

＊母子手帳は、きらら館で随時交付します。妊娠届出書と印鑑をご持参ください。

BCG予防接種 ６(火) 13:00～13:15 きらら館 母子手帳・予診票

母子手帳

母子手帳

２歳以上の幼児と保護者16（金)ワン・ツー体操 ９:50～10:00 きらら館 水筒(お茶)

16(水)～22（火）
19（土）を除く

26（土）を除く

９:00～11:00

９:00～11:0024(木)～28（月）

ふれあい館

きらら館

H22.９・10月出産予定の
妊婦とその夫(要予約)６(日)パパママ学級 ９:45～10:00 きらら館 母子手帳

H21.７月生14(水)12か月児相談 13:00～13:15 きらら館

母子手帳H22.５月生20(火)２か月児相談 13:00～13:15 きらら館

母子手帳・健康診査票H20.11・12月生23(金)１歳６か月児健診 13:00～13:30 きらら館

母子手帳H19.11・12月生27(火)２歳６か月児相談 13:00～13:15 きらら館

ふれあい館

H22.３月生
６(火)

４か月児健診

７か月児健診

13:00～13:15
きらら館

H21.12月生13:15～13:30

H22.３月生及び生後
６ヶ月未満の未接種児

ポリオ生ワクチン投与 30(水) 13:00～13:30 きらら館 母子手帳・予診票

健康手帳
結果引き換え用紙

H21.２月～５月生、
H22.１月生、及び
生後90月未満の未接種児

和田内科小児科胃腸科
神埼市神埼町神埼

【内・小・胃】

和田医院
神埼市千代田町嘉納
?44-2046 【内・小】

目達原整形外科
吉野ヶ里町目達原
?52-3717 【整外】

なかしま整形外科クリニック
神埼市神埼町本堀
?51-1430 【整外】

小森医院
吉野ヶ里町上豆田
?52-1136 【小・内】

最所医院
吉野ヶ里町吉田
?52-2452【内・胃・呼】

橋本病院
神埼市神埼町本告牟田
?52-2022 【外・内】

（日）

（日）

（日）

（月）

（日）

（日）

（日）

７月４日

７月11日

７月18日

７月19日

７月25日

８月１日

８月８日

和田記念病院
神埼市神埼町尾崎
?52-5521 【内・胃・小】

和田記念病院
神埼市神埼町尾崎
TEL52-5521

【内・胃・小】

なかしま整形外科クリニック
神埼市神埼町本堀
?51-1430 【整外】

最所医院
吉野ヶ里町吉田
?52-2452 【内・胃・呼】

中下医院
神埼市千代田町　江

【内】

おおつぼ内科医院
神埼市神埼町本堀
TEL52-1525 【内】

松本医院
吉野ヶ里町下三津東
TEL52-4185

【内・小】

和田内科小児科胃腸科
神埼市神埼町神埼

【内・小・胃】

和田内科小児科胃腸科
神埼市神埼町神埼
TEL52-2021

【内・小・胃】

福嶋内科医院
神埼市千代田町境原
?44-2141 【内・小】

ひらまつふれあいクリニック
吉野ヶ里町目達原
TEL51-1110

【内・胃】

栗並医院
神埼市神埼町枝ヶ里
?52-2977 【内】

しらいし内科
神埼市神埼町城原
?52-3848 【内・循】

南医院
神埼市千代田町直鳥
?44-2777【外・胃・整外】

南医院
神埼市千代田町直鳥
TEL44-2777

【外・胃・整外】

古賀内科
神埼市千代田町境原
?44-2311 【内・小・胃】

和田医院
神埼市千代田町嘉納
?44-2046 【内・小】

古賀内科
神埼市千代田町境原
TEL44-2311

【内・小・胃】

和田医院
神埼市千代田町嘉納
TEL44-2046 【内・小】

神埼クリニック
神埼市神埼町田道ヶ里
?53-1818 【内・胃・呼】

神埼クリニック
神埼市神埼町田道ヶ里
TEL53-1818

【内・胃・呼】

（日）

（月）

（火）

（水）

（日）

（日）

（日）

（日）

（日）

（日）

５月２日

５月３日

５月４日

５月５日

５月９日

５月16日

５月23日

５月30日

６月６日

６月13日

神埼病院
神埼市神埼町田道ヶ里
TEL52-3145

【外・整外・胃】

おおつぼ内科医院
神埼市神埼町本堀
?52-1525 【内】

松本医院
吉野ヶ里町下三津東
?52-4185 【内・小】

ひらまつふれあいクリニック
吉野ヶ里町目達原
?51-1110 【内・胃】

神埼病院
神埼市神埼町田道ヶ里
?52-3145【外・整外・胃】

西谷クリニック
吉野ヶ里町大塚ヶ里
?52-3139 【内・小・脳】

目達原整形外科
吉野ヶ里町目達原
?52-3717 【整外】

中尾胃腸科医院
神埼市神埼町田道ヶ里
?52-3295【外・整外・胃・内】

中尾胃腸科医院
神埼市神埼町田道ヶ里
TEL52-3295

【外・整外・胃・内】

山田こどもクリニック
神埼市神埼町田道ヶ里
?55-6566 【小】

山田こどもクリニック
神埼市神埼町田道ヶ里
TEL55-6566

【小】

たけうち小児科医院
神埼市神埼町田本堀
?52-2524 【小】

最所医院
吉野ヶ里町吉田
TEL52-2452【内・胃・呼】

中下医院
神埼市千代田町　江
TEL44-2488

【内】

※診療時間は９時～17時

問い合せ
保健課健康づくり係
東脊振健康福祉センター｢きらら館｣ 　℡51-1618問い合せ 環境課（三田川庁舎）℡ 37-0335
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にんにく部会が全国農業新聞賞受賞　ほか

佐賀県滞納整理推進機構・集団健診のご案内　ほか
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選挙へ行こう! 第22回参議院議員通常選挙……………
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　頼りなげだった稲の子苗も、日増しに逞しく育っている。

太陽の惠みは人間様に都合のいいものだけではなく、同時に

悪しきものにも平等に注がれる。夏の到来と共に疫病や害虫

が人里を襲うのだ。享保17年（1732）6月からの蝗の大発生に

続く凶作では佐賀藩の人口が37万人から29万人に激減して

いる。疫病や凶作、飢饉への恐怖は現代人の想像を超える。

町内の神社に残る石造物には、疫病や災害の犠牲者を悼

み、災厄を祓うために作られたものが多い。

　一昨年10月に改築された箱川上分の八竜社の灯篭や狛犬も前年の洪水や疫病を機に建てられたも

のだ。これらの災いは悪疫悪霊の仕業とされたことから、悪疫退散を願う行事が祇園（御霊会）であ

り、今は夏祭りの代名詞となっている。日本の三大祭の一つ、京都八坂

神社（祇園社）の祇園祭や、博多の祇園山笠は現代では観光の対象と

もなっているが、元を辿れば災いを避けようとする民衆の切なる願いの

場でもあった。

　本町でも、かつては多くの地区で祇園祭が行われていた。特に箱川

の祇園は有名で、その祭日には出店が軒を連ね、近在からの参詣者で賑わったという。目達原の祇園

社夏祭りは地区の一大イベントとして現在も行われ、子供神輿が商店街から弁天社までを練り歩く。

　夏を迎えて行われる本町での伝統行事には、鉦を鳴らしたり、大数珠を繰りながら口 に々念仏を唱

え、悪疫退散を願う「ナンマイダンボ（百万遍）」、虫除けの神様である乙宮さんに詣で、霊仙寺裏

の清水を田に入れる「乙宮さん参り」、流行病、虫除け、風除けの願を立て神社に詣でる「御願立

て」、田のあぜ道で鉦を鳴らしながら囃し、虫を追う「虫追い」などがあった。ただ、昔の人は害虫を

嫌っただけではなく、死んだ虫を哀れんで「虫供養」も行っていた。現代人にもこの優しさがあれば

と願う次第である。　（文責：於保  忠）

『町民が主役のまちづくり』『子育て支援・健康づくり』
『子ども・孫が住みたいまち』『愛と笑顔のあるまち』

●行政トピックス…………………………………

●TOWN WATCHING……………………………………

●子どもと図書のページ…………………………………

●お知らせ…………………………………………………

●保健行事・カレンダー…………………………………
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　待ちに待ったプール開き！暑気にわか
に加わる６月中旬、東脊振幼稚園の園児
たちは、今年初めてのプールにここぞと
ばかりはしゃいでいました。ここで謎か
け！「プール」と掛けまして「夏の日の
蛙」と解く。その心は、どちらも水着は
（水際）必要です。さぁ、夏のはじまり
です。

特集

広報よしのがりは、吉野ヶ里町の公式ホームページ
のデジタル広報でも見ることができます。 http://www.town.yoshinogari.saga.jp/

「夏はじまり笑顔満つ」
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